
中

　

村

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

薫

は
じ
め
に

中
国
隋
唐
代
に
お
け
る
天
台
華
厳
な
ど
の
諸
宗
の
何
れ
も
が
、
決
し
て
浄
土
教
と

無
関
係
に
存
在
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、華
厳
宗
に
限
っ

て
み
れ
ば
、
天
台
と
比
べ
た
場
合
、
浄
土
義
は
表
に
出
て
き
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

じ
つ
は
結
論
的
に
い
え
ば
、
杜
順
、
智
綴
、
法
蔵
、
澄
観
、
宗
密
の
華
厳
宗
列
祖
に

関
し
て
は
、
全
体
的
に
は
浄
土
教
と
の
関
係
は
あ
ま
り
無
い
と
い
っ
て
よ
い
。
寧
ろ

宗
密
の
代
に
な
る
と
、
や
が
て
中
国
禅
と
融
合
し
て
い
っ
た
。
所
謂
教
禅

一
致
と
な
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
こ
れ
ま
で

「華
厳
経
」
と
禅
と
の
関
係
に
関
す
る

研
究
は
多
く
成
さ
れ
て
い
る
。
。
一
方
、
天
台
宗
で
は
、
特
に
宋
代
に
な
る
と
孤
山
智

円
、
四
明
知
礼
、
慈
雲
遵
式
な
ど
に
よ
っ
て
盛
ん
に
天
台
と
浄
土
教
の
関
係
が
問
題

に
さ
れ
て
い
る
。
。
そ
れ
に
対
し
て
、
華
厳
宗
で
は
、
子
琲
が
賢
首
宗
を
鼓
吹
し
、
宋

朝
四
家
と
い
わ
れ
た
道
亭
、
観
復
、
師
会
、
希
迪
が
、
法
蔵
の

「華
厳
五
教
章
」
の

註
釈
書
を
盛
ん
に
著
し
て
い
る
が
、
浄
土
教
に
関
し
て
は
殆
ど
触
れ
て
い
な
い
。
華

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

厳
宗
の
中
で
は
、
せ
い
ぜ
い
南
宋
の
円
謐
法
師
義
和
が
挙
げ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

義
和
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し
く
論
じ
る
が
、
彼
は
、
「華
厳
経
」
に
よ
っ
て
、
西
方
浄

土
を
讃
嘆
し
て
、
念
仏
往
生
を
勧
め
て
い
る
。
た
だ
こ
の
義
和
の

「華
厳
念
仏
三
昧

無
尽
燈
」
は
、
残
念
な
が
ら
序
分
の
み
現
存
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
「華

厳
経
」
と
浄
土
教
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
寧
ろ
宋
代
の
蓮
宗
六
祖
の
延
寿
、

明
代
の
蓮
宗
八
祖
の
株
宏
が
重
要
な
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
し
て
清

代
中
期
に
な
る
と
、
株
宏
の
教
学
は
彭
際
清
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彭
際

清
は
、
清
代
中
期
の
居
士
仏
教
の
代
表
者
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は

「華
厳
念
仏
三
昧

論
」
を
顕
わ
し
、
華
厳
浄
土
義
を
課
題
に
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
後
、
浄
土
教
を

考
え
る
上
に
お
い
て
、
「華
厳
経
」
並
び
に
法
蔵
・
李
通
云
・
脱
観
な
ど
の
、
華
厳
教

学
の
理
解
に
造
詣
が
深
く
、
日
本
浄
土
教
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
清
代
末
期
の
居

士
仏
教
の
代
表
者
で
あ
る
楊
仁
山
の
教
学
も
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
親

鸞
の
浄
土
教
と

「華
厳
経
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
に
お
い
て
も
参
考
に
す

一



二

釈
法
順
。
姓
は
杜
氏
。
雍
州
万
年
の
人
な
り
。
票
性
柔
和
に
し
て
末
だ
悪
に
沿

う
を
思
わ
ず
。
親
を
辞
し
て
遠
戌
と
な
り
銀
辛
を
憚
る
こ
と
無
し
。
十
八
に
し

て
俗
を
棄
て
出
家
す
。
因
聖
寺
の
僧
珍
禅
師
に
事
え
、
定
業
を
受
持
す
。
珍
の

姓
は
魏
氏
な
り
。
志
は
倹
約
に
存
し
野
に
居
す
る
を
性
と
成
す
。

(大
正
五
〇

・
六
五
三
中
)

と
あ
る
。

杜
順
は
雍
州
万
年
県

(現
在
の
院
西
省
)
の
人
で
あ
る
。
幼
い
頃
よ
り
性
格
は
柔

和
で
、
悪
に
そ
ま
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
悩
み
苦
し
み
を
憚
る
こ
と
な
く
親
の
元
を

辞
し
て
、

一
八
歳
で
出
家
し
て
因
聖
寺
の
僧
珍
に
師
事
し
、
禅
定
を
学
ん
だ
。
僧
珍

は
在
野
の
観
行
実
践
者
で
あ
っ
た
。

更
に

「続
高
僧
伝
」
巻
第
二
五
に
、

未
に
慶
州
に
行
化
し
、
民
に
勧
め
て
会
を
設
け
、
供
す
る
に
五
百
を
限
る
。
斉

食
に
臨
む
に
及
び
更
に
人
倍
来
た
る
。
供
主
は
焉
を
催
る
る
。
順
曰
く
、
畏
る

る
所
無
き
な
り
。
但
だ
通
じ
て
周
く
給
せ
ば
而
も
供
所
を
委
す
る
こ
と
莫
し
。

由
来
千
人
皆
足
る
。

(大
正
五
〇

・
六
五
三
中
)

と
あ
る
が
如
く
、
慶
州

(現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
地
方
)
で
人
々
に
勧
め
て
斉
会
を
設

け
さ
せ
、
五
百
人
分
の
供
物
で
千
人
を
満
足
さ
せ
た
と
い
う
。
そ
の
他
、
悪
人
を
善

人
に
変
え
た
話
、
虫
を
移
動
さ
せ
た
話
し
、
な
ど
多
く
の
神
異
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
同
じ
く
巻
第
二
五
に
、

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

べ
き
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
延
寿

・
株
宏

・
彭
際
清

・
揚
仁
山
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
橋
を
改
め
て

考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
は
華
厳
宗
列
祖
の
華
厳
浄
土
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
華
厳
宗
諸
師
の
浄
土
義
は
、
浄
土
教
諸
師
の
そ
れ
と
は
意
を
異

に
し
て
い
る
。
華
厳
宗
の
初
祖
杜
順
に
つ
い
て
い
え
ば
、
寧
ろ
、
ほ
と
ん
ど
浄
土
義

は
無
い
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
杜
順
は
聖
道
の
実
践
の
人
だ
か
ら
で
あ
る
。

華
厳
宗
列
祖
の
華
厳
浄
土
義
を
考
察
す
る
場
合
、
じ
つ
は
智
綴
の

「
孔
目
章
」
巻

第

一
の
十
種
の
浄
土
と
同
じ
く
巻
第
四
の
往
生
義
が
重
要
で
あ
る
。
智
倣
は

「華
厳

経
」
「名
号
品
」
「寿
命
品
」
の
二
品
を
解
釈
す
る
に
及
ん
で
、
「
孔
目
章
」
巻

丁
巻

四
で
そ
れ
ぞ
れ

「十
種
の
浄
土
」
と

「往
生
の
義
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
こ
で
今
は
、
智
蜃
を
中
心
に
し
て
そ
の
前
後
の
杜
順
、
法
蔵
、
澄
観
、
宗
密
そ
れ

と
李
通
玄
、
義
和
と
の
関
係
を
含
め
て
華
厳
浄
土
義
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み

よ
う
と
思
う
。

第

一
節

　

杜
順

杜
順

(五
五
七
~
六
四
〇
年
)
の
初
祖
説
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
「
法
界
観
門
」
は
杜
順
の
真
撰
で
あ
る
か

否
か
な
ど
多
く
の
疑
問
を
孕
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
彼
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
道
宣
の

「続
高
僧
伝
」
と
、
法
蔵
の

「華
厳
経
伝
記
」
が
貴
重
な
資
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

今
、
「続
高
僧
伝
」
巻
第
二
五
に
は
、



あ
れ
ば
直
ち
に
排
除
し
、
人
々
に
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
こ
と
を
勧
め
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
た
だ
し
、
浄
土
を
讃
嘆
し
た
五
悔
文
は
残
念
な
が
ら
現
存
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
終
南
山
は
中
国
の
文
殊
信
仰
の
中
心
地
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
後
に
は
、

杜
順
は
文
殊
菩
薩
の
化
身
と
し
て
尊
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

今
改
め
て
思
う
に
、
杜
順
の
著
書
は
少
な
く
、
彼
の
教
学
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
れ
に
し
て
も
、
杜
順
に
よ
れ
ば
、
「華
厳
経
」
の
自
内

証
は
正
し
く
浄
土
往
生
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

貞
観
十
四
年
を
以
て
、
都
べ
て
疾
苦
無
く
、
累
門
人
に
告
げ
、
生
来
の
行
法
を

承
用
せ
し
む
。
言
い
詑
り
、
常
の
如
く
南
郊
の
義
善
寺
に
て
坐
定
す
。
春
秋
は

八
十
有
四
な
り
。
終
に
臨
み
雙
鳥
は
房
に
投
じ
悲
驚
し
哀
切
な
り
。

(大
正
五
〇

・
六
五
四
上
)

と
あ
る
よ
う
に
、
貞
観
十
四
年
に

「生
来
の
行
法
」
を
承
用
せ
し
め
よ
と
い
い
、
義

善
寺
に
お
い
て
八
四
歳
で
命
終
し
た
と
あ
る
。
た
だ
こ
の

「生
来
の
行
法
」
と
は
、

法
蔵
の

「華
厳
経
伝
記
」
巻
第
四
に
よ
れ
ば
、

順
即
ち
華
厳
を
読
誦
せ
し
む
る
を
業
と
為
す
。
勧
め
て
此
の
経
に
依
り
普
賢
行

を
修
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
五

一
・
一
六
六
下
)

と
あ
る
。

こ
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
杜
順
は
、
日
常
的
に

「華
厳
経
」
を
読
誦
さ
せ
、
普
賢
行

を
実
践
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

他
方
、
志
磐
撰

「仏
祖
統
紀
」
巻
第
二
九
に
、

師
は
毎
に
郡
国
に
遊
歴
し
、
阿
弼
陀
佛
を
念
ず
る
こ
と
を
勧
め
、
五
悔
文
を
著

し
て
浄
土
を
讃
詠
す
。
路
に
神
樹

・
鬼
廟
に
逢
わ
ば
、
即
ち
之
れ
を
焚
毀
す
。

正
観
十
四
年
十

一
月
十
五
日
南
郊
の
義
善
寺
に
坐
亡
す
。
雙
烏
房
に
入
り
、
異

香
室
に
留
ま
る
。
肉
身
を
焚
川
の
北
原
に
塔
す
。
弟
子
あ
り
、
五
台
に
謁
し
山

麓
に
抵
る
老
人
を
見
る
。
語
り
て
日
く
、
文
殊
は
今
終
南
山
に
住
す
。
杜
順
和

上
是
れ
な
り
。

　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
四
九

・
二
九
二

・
下
)

と
あ
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
杜
順
は
国
々
へ
の
行
脚
の
旅
に
お
い
て
、
神
樹
鬼
廟
が

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

第
二
節

　

智
備

第

一
項

　

十
種
浄
土

智
倣

(六
〇
二
~
六
六
八
年
)
に
つ
い
て
は
、
「華
厳
経
伝
記
」
巻
第
三

(大
正
五

一
二

六
三
中
~
一
六
四
下
)
を
参
照
す
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
智
廠
は
性
を
趙
氏
と
い
い
、
至
相
大
師
と
も
号
し
て
い
る
。

天
水

(現
甘
粛
省
)
の
出
身
で
あ
る
。
十
二
歳
で
杜
順

(当
時
五
七
歳
)
の
門
下

に
な
り
、
十
四
歳
の
と
き
出
家
得
度
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
常
法
師

(法
常
)
か

ら

「摂
大
乗
論
」
を
学
び
、
辨
法
師
よ
り

「
四
分
律
」
「成
実
論
」
「十
地
経
」
「
涅

槃
経
」
な
ど
の
講
義
を
聴
い
た
。
智
報
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
学
匠
か
ら
仏
教

の
奥
義
を
学
ん
だ
が
、
ど
う
し
て
も
自
己
の
拠
り
所
と
す
る
教
え
に
出
会
え
な
か
っ

た
。
そ
の
時
の
苦
悩
と
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
「華
厳
経
伝
記
」
巻
三
で
は
次

の
如
く
述
べ
て
い
る
。

乃
至
経
蔵
の
前
に
於
い
て
、
礼
し
て
而
も
自
ら
誓
い
を
立
て
、
信
じ
て
手
に
之

三



四

巻
第
三
に
は
、

門
人
に
告
げ
て
日
く
。
吾
が
此
の
幻
躯
は
、
縁
に
従
い
無
性
な
り
。
今
当
に
暫

く
浄
方
に
往
き
、
後
蓮
華
厳
世
界
に
遊
ぶ
べ
し
。
汝
等
我
に
随
い
、
亦
此
の
志

を
同
じ
く
せ
よ
。
俄
に
十
月
二
十
九
日
夜
に
至
る
。
神
色
常
の
如
く
右
脇
に
臥

し
、
清
浄
寺
に
終
わ
る
。
春
秋
六
十
七
な
り
。
時
に
浄
方
の
業
な
る
者
有
り
、

其
の
夜
、
空
中
に
香
楽
が
西
方
よ
り
来
た
り
て
須
実
に
還
返
す
と
聞
こ
ゆ
。
以

て
為
し
て
大
福
徳
人
也
。
往
生
の
験
、
明
晨
に
詞
問
し
、
果
と
し
て
其
れ
応
さ

に
知
る
べ
き
也
。

(大
正
五

一
・
一
六
三
下
)

と
あ
る
。

智
倣
は
、
総
章
元
年

(六
六
八
)
十
月
二
十
九
日
、
清
浄
寺
に
お
い
て
、
六
七
歳

で
命
終
し
た
の
で
あ
る
。
夢
に
死
期
を
覚
っ
た
智
報
は
、
門
弟
た
ち
に
、
「私
の
夢
幻

の
喜
び
は
、
緑
に
従
っ
た
も
の
で
ま
っ
た
く
無
性
な
も
の
で
あ
る
。
い
ま
当
に
私
は

暫
く
百
方
浄
土
に
往
生
し
、
後
蓮
華
蔵
世
界
に
遊
行
す
る
の
で
あ
る
。
皆
も
私
の
願

い
に
随
っ
て
、
ま
た
こ
の
志
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
」
と
告
げ
た
と
い
う
。
こ
の
言

葉
に
は
、
深
い
華
厳
経
信
仰
に
貫
か
れ
つ
つ
、
淡
々
と
し
て
死
を
迎
え
よ
う
と
す
る

智
綴
の
姿
を
紡
佛
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
逝
去
の
際
、
浄
土
信
仰

者
の
一
人
は
、
空
中
に
音
楽
が
奏
で
ら
れ
、
そ
れ
が
西
方
か
ら
近
づ
き
、
間
も
な
く

ま
た
西
方

へ
遠
ざ
か
る
の
を
聞
い
た
と
い
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
智
報
は
蓮
華
蔵
世

界
と
西
方
浄
土
の
二
つ
の
往
生
を
自
己
の
信
仰
的
立
場
と
し
て
浄
土
往
生
を
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

を
取
り
て
、
華
厳
第

一
を
得
る
。
即
ち
当
寺
智
正
法
師
の
下
に
於
い
て
、
此
の

経
を
聴
受
す
。
旧
聞
を
閲
す
と
雖
も
、
常
に
新
致
を
懐
き
、
炎
涼
函
改
す
る
も
、

未
だ
所
疑
は
革
わ
ら
ず
。
遂
に
遍
く
蔵
経
を
覧
し
、
衆
釈
を
討
尋
し
、
光
統
律

師
の
文
疏
を
伝
え
、
梢
し
て
殊
桧
を
開
く
。
謂
く
別
教

一
乗
無
尽
縁
起
な
り
。

欣
然
と
し
て
賞
会
し
、
粗
し
て
毛
目
を
知
る
。
後
に
異
僧
来
た
り
て
遇
う
。
謂

い
て
日
わ
く
、
汝

一
乗
義
を
解
す
こ
と
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
其
の
十
地
の
中
に

六
相
の
義
、
慎
ん
で
軽
ん
じ
る
こ
と
勿
れ
。

一
両
月
間
、
摂
静
に
之
を
思
う
可

し
。
当
に
自
ら
知
る
の
み
。
言
い
詑
り
て
忽
然
と
し
て
現
せ
ず
。
銀
は
驚
揚
し

て
良
久
な
り
。
則
ち
陶
研
に
因
り
、
累
朔
を
盈
さ
ず
。
焉
に
大
啓
な
り
。
遂
に

立
教
分
宗
し
、
此
の
経
疏
を
製
す
。
時
に
年
二
七
な
り
。

(大
正
五

一
・
一
六
三
下
)

そ
こ
で
苦
悶
の
末
、
「華
厳
経
」
巻
第

一
「世
間
浄
眼
品
」
を
手
に
し
て
、
智
正
よ

り

「華
厳
経
」
の
講
義
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
経
典
や
注
釈
書

を
読
ん
で
も
な
か
な
か
自
ら
頷
く
に
到
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
期
せ
ず
し
て
光

明
を
与
え
た
の
が
、
慧
光
の

「華
厳
経
疏
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

「別
教

一
乗
無
尽

縁
起
」
が
明
ら
か
と
な
り
、
さ
ら
に
異
僧
よ
り
六
相
の
義
を
教
え
ら
れ
、

一
乗
の
真

義
を
知
り
、
自
ら

『捜
玄
記
』
を
著
す
の
で
あ
る
。
故
に
智
報
の
教
学
は
、
道
宣
の

「続
高
僧
伝
」
巻
第
二
五
に
、

華
厳
と
摂
論
と
を
尋
常
に
講
説
す
。

　　　　　　

(大
正
五
〇

・
六
五
四
上
)

と
あ
る
が
如
く
、
摂
論
華
厳
の
両
学
派
に
精
髄
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

一
方
、
智
報
は
晩
年
に
到
る
と
、
長
安
の
清
浄
寺
に
転
住
し
た
。
「華
厳
経
伝
記
」



そ
こ
で
向
後
暫
く
智
報
の
華
厳
浄
土
義
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

第

一
に
十
種
浄
土
に
つ
い
て
、
智
倣
は
、
「
孔
目
章
」
巻
第

一
で
、

小
乗
の
義
に
依
る
に
別
の
浄
土
無
し
。
三
乗
の
義
に
よ
る
に
別
の
浄
土
有
り
。

略
し
て
準
ず
れ
ば
四
有
り
。

一
に
は
化
浄
土
、
謂
く
、
化
現
せ
る
諸
方
の
所
有

の
浄
土
な
り
。
二
に
は
事
浄
土
、
謂
く
、
諸
法
の
浄
土
衆
宝
所
成
な
り
。
三
に

は
実
報
浄
土
、
謂
く
、
諸
理
行
等
の
所
成
、
謂
く
三
空
を
門
と
為
し
、
諸
度
等

を
出
入
の
路
と
焉
す
。
四
に
は
法
性
浄
土
、
所
謂

真
如
な
り
。
謂
く
、
無
住
の

本
に
依
る
を
以
て

一
切
の
法
を
立
つ
。

一
乗
浄
土
に
依
準
す
る
に
、
十
有
り
。

此
の
娑
婆
世
界
の
中
の
諸
々
の
四
天
下
に
、

一
切
を
教
化
す
と
為
す
。
…
…
略

…
…
是
の
如
き
種
々
不
同
の
衆
生
の
所
見
亦
異
な
り
。(大

正
四
五

・
五
四

一
上
)

と
述
べ
て
い
る
。

智
倣
に
よ
れ
ば
、
小
乗
即
ち
声
聞
や
縁
資
に
は
別
に
浄
土
は
無
い
と
い
う
。
そ
の

理
由
は
、
浄
土
は
あ
く
ま
で
も
阿
羅
漢
果
に
到
達
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
浄
土
の
義
に
関
し
て
は
、
「華
厳
経
」
巻
第
四

「如
来
名
号

品
」

の
、

此
の
娑
婆
世
界
の
中
、
諸
々
の
四
天
下
に

一
切
を
教
化
す
る
に
、
種
々
の
身
、

種
々
の
名
、
處
所
。
形
色
、
長
短
の
寿
名
、
諸
得
、
諸
入
、
諸
根
、
生
處
、
業

報
、
是
く
の
如
き
の
種
々
不
同
な
り
。
衆
生
の
所
見
も
亦
異
な
り
。

(大
正
九

・
四

一
九
上
)

に
つ
い
て
、
「捜
玄
記
」
巻
第

一
で
、

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

証
成
の
名
号
は
各
異
な
り
。
此
れ
ら
を
名
づ
け
て
是
は
別
に
し
て
通
に
非
ず
。

此
の
中
正
挙
に
し
て
、
其
の
浄
土
を
詮
顕
す
る
な
り
。

(大
正
三
五

・
二
六
中
)

と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
元
よ
り
経
に
は
浄
土
の
語
は
な
い
が
、
智
倣
が

一
乗

の
立
場
に
立
っ
て
、
十
種
の
浄
土
の
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
乗
に

対
し
て
、
三
乗
で
は
化
浄
土
。
事
浄
土
、
実
報
浄
土
、
法
性
浄
土
の
四
土
を
立
て
て

い
る
。
(こ
の
四
種
の
浄
土
説
に
つ
い
て
は
、
「孔
目
章
」
巻
四
の
浄
土
の
七
義
で
出

て
く
る
の
で
そ
こ
で
詳
し
く
論
じ
た
い
。)

智
綴
は
そ
の
後
、

一
乗
の
浄
土
に
つ
い
て
問
答
を
以
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第

一
問
答
と
し
て
、
同
じ
く

「孔
日
章
」
巻
第

一
で
、

問
う
。
浄
土
を
明
か
さ
ん
と
欲
す
る
に
、
何
故
に
衆
生
分
斉
不
同
を
弁
ず
る
や
。

答
う
。
仏
土
自
融
に
し
て
法
界
と
等
し
く
別
可
別
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
、

是
の
仏
土
法
界
に
称
う
に
由
る
が
故
に
。
も
し
別
を
取
り
其
の
分
斉
を
知
ら
ん

と
欲
せ
ば
、
衆
生
心
、
業
行
の
増
減
、
定
水
の
昇
沈
、
清
濁
の
差
別
に
依
る
。

仏
土
を
印
成
す
る
こ
と
も
亦
差
別
な
り
。
故
に
文
殊
師
利
土
の
深
異
を
歎
じ
彼

の
衆
生
に
寄
せ
て
土
の
相
貌
を
成
ず
る
な
り
。

(大
正
四
五

・
五
四

一
上
)

と
述
べ
て
い
る
。

智
報
は
、
先
述
し
た

「如
来
名
号
品
」
の
種
々
の
身
、
種
々
の
名
等
の
十
句
に
よ
っ

て
一
乗
の
浄
土
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
故
に
浄
土
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
何
故
凡

五
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同
朋
大
学
佛
教
文
化
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所
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要
第
十
八
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夫
の
種
々
な
る
分
斉
を
明
か
す
の
か
と
問
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
問
い
に
対

し
て
、
も
ち
ろ
ん
仏
土
は
自
融
で
あ
る
か
ら
如
来
の
法
界
と
別
で
は
な
く
、
寧
ろ
、

両
方
は
称
な
い
合
う
も
の
で
あ
る
。
衆
生
心
、
業
行
の
増
減
、
定
水
の
昇
沈
な
ど
の

差
別
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
所
化
の
衆
生
の
差
別
に
寄
せ
て
浄
土
の
差
別
の
相

を
説
く
と
答
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
問
答
で
は
、
同

「
孔
目
章
」
巻
第

一
で
、

問
う
。

一
乗
浄
土
の
大
小
多
少
染
浄
の
差
別
は
、
云
何
が
し
て
分
斉
同
異
を
得

る
や
。
答
う
。

一
乗
の
浄
土
は
、

一
即
ち
是
れ
多
、
多
即
ち
是
れ

I
。
具
に
地

論
に
広
釈
さ
れ
る
が
如
し
。
分
量
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
そ
れ
十
仏
に
準
じ
、

即
ち
之
を
知
る
べ
し
。
閥
狭
の
分
量
不
同
に
し
て
、
三
乗
の
明
か
せ
し
所
の
浄

土
は
、
世
界
海
と
亦
別
し
て
同
じ
か
ら
ず
。
も
し
世
界
海
即
ち
時
中
に
在
り
て
、

彼
の
衆
生
見
聞
の
処
に
説
く
の
と
同
じ
く
し
て
、
諸
仏
の
浄
土
不
同
に
し
て
、

所
謂
同
じ
か
ら
ざ
る
が
故
な
り
。
上
件
の
録
せ
ら
れ
る
三
乗
浄
土
の
異
相
、
唯

愚
法
小
乗
を
簡
す
の
み
。

(大
正
四
五

・
五
四

一
上
~
中
)

と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、

一
乗
の
浄
土
の
大
小
多
少
染
浄
な
ど
の
差
別
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て

分
斉
同
異
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
問
う
の
で
あ
る
。
問
い
に
対
し
て
、

一
乗
の
浄
土
は
、

一
即
多
多
即

一
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
今
、
こ
の

十
種
の
国
土
の
世
界
海
は
。
三
乗
の
世
界
海
と
異
な
り
、
円
融
自
在
の
世
界
海
を
顕

わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
第
三
問
答
で
は
、
同
じ
く

「孔
目
章
」
巻
第

一
に
、

問
う
。
も
し
爾
ら
ば
何
が
故
に
論
に
有
妙
浄
土
阿
羅
漢
当
生
其
中
と
云
う
や
。

当
に
知
る
べ
し
小
乗
亦
浄
土
に
あ
る
と
。
答
う
。
小
乗
に
浄
土
有
る
こ
と
無
し
。

知
る
こ
と
を
得
る
所
以
は
、
凡
そ
浄
土
に
生
ず
る
と
は
、
須
く
習
業
有
る
べ
し
。

小
乗
は
其
の
色
心
を
厭
い
、
其
の
無
余
を
楽
し
む
、
何
に
因
っ
て
浄
土
に
生
ず

る
こ
と
を
得
ん
や
。
今
生
と
言
う
こ
と
は
、
小
乗
の
語
を
引
い
て
、
彼
の
阿
羅

漢
先
よ
り
浄
土
の
種
子
有
り
。
故
に
羅
漢
を
得
て
当
に
其
の
中
に
生
ず
べ
き
を

明
か
す
。
或
い
は
、
是
れ
大
阿
羅
漢
即
ち
是
れ
菩
薩
な
り
、
当
に
其
の
中
に
生

ず
べ
し
。
宜
し
く
之
を
知
る
べ
し
。

　　　　　　

(大
正
四
五

・
五
四

一
中
)

と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
は
、
「大
智
度
論
」
巻
第
九
三
に
、

答
え
て
曰
く
、
阿
羅
漢
を
得
る
時
、
三
界
の
諸
漏
の
因
縁
尽
き
て
、
更
に
複
た

三
界
に
生
ぜ
ざ
る
も
、
浄
佛
土
有
り
。
、
三
界
を
出
で
て
乃
至
煩
悩
の
名
無
し
。

是
の
国
土
の
仏
の
所
に
於
て
法
華
経
を
聞
き
て
佛
道
を
具
足
す
。
法
華
経
に
説

く
が
如
し
。
羅
漢
有
り
。
も
し
法
華
経
を
聞
か
ず
し
て
、
自
ら
滅
度
を
得
と
謂

わ
ば
、
我
れ
除
国
に
於
て
為
め
に
是
の
事
を
読
か
ん
。
汝
は
皆
な
当
に
作
佛
す

べ
し
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
二
五

・
七

一
四
上
)

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

阿
羅
漢
を
得
て
、な
お
か
つ
三
界
を
離
れ
る
こ
と
な
く
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
、

小
乗
に
も
浄
土
は
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
と
問
う
の
で
あ
る
。
そ
の
答

え
と
し
て
、
「大
智
度
論
」
と

「法
華
経
」
に
よ
り
二
点
を
挙
げ
て
答
え
て
い
る
。

一



服
憧
世
界
の
金
剛
の
仏
刹
に
於
い
て
は
、

一
日

一
夜
と
為
す
。

(大
正
九

・
五
八
九
下
)

と
あ
る
。

智
綴
は
こ
の
経
文
を
受
け
て
、
往
生
の
義
を
七
門
に
分
け
、
特
に
娑
婆
世
界
の
次

に
挙
げ
ら
れ
る
安
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
刹
こ
そ
往
生
の
根
源
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
七
門
を
み
て
み
よ
う
。

点
は
、
小
乗
に
は
浄
土
は
な
い
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
浄
土
に
生
ま
れ
る
に
は
、

習
業
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
小
乗
の
世
界
に
は
そ
れ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た

だ
阿
羅
漢
に
は
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
べ
き
種
子
が
あ
る
。
故
に
阿
羅
漢
果
を
得
て
浄

土
に
生
ま
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
二
点
は
、
大
阿
羅
漢
は
即
ち
菩
薩
で
あ
る
か
ら
、

浄
土
に
生
ま
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
十
種
の
浄
土
に
つ
い
て
の
智
綴
の
解
釈
で
あ
る
。

一

　

往
生
の
意

智
綴
は

「孔
目
章
」
巻
第
四
で
、

退
を
防
ん
と
欲
す
と
為
す
。
娑
婆
世
界
雑
悪
の
処
に
中
下
の
濡
根
あ
り
て
、
縁

に
於
い
て
退
く
こ
と
多
し
。
仏
引
き
て
往
生
せ
ば
、
浄
土
の
縁
強
に
し
て
、
唯

進
ん
で
退
無
し
。
故
に
往
生
を
制
す
。
往
生
に
二
処
有
り
。

一
に
是
れ
西
方
二

に
弥
勒
処
に
生
ず
。
も
し
煩
悩
を
断
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
引
き
て
西
方
に
生
ず
。

煩
悩
を
断
ぜ
ざ
る
者
は
、
引
き
て
弥
勒
仏
前
に
生
ず
。
(大
正
四
五
・五
七
六
下
)

と
述
べ
て
い
る
。

智
銀
に
よ
れ
ば
、
往
生
す
る
の
に
、
西
方
弥
勒
の
二
処
有
る
と
い
う
。
娑
婆
世
界

で
は
縁
に
よ
っ
て
退
く
こ
と
が
多
い
が
、
浄
土
往
生
す
れ
ば
、
浄
土
の
強
縁
に
よ
り

退
く
こ
と
が
無
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
煩
悩
を
断
じ
て
西
方
浄
土
に
生
じ
る
の
で
あ

る
が
、
煩
悩
を
断
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
弥
勒
天
宮
に
生
じ
る
と
い
う
。

先
ず
西
方
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
智
綴
は
同
じ
く

「
孔
目
章
」
巻
第

四

で
。

七

第
二
項

　

往
生
の
義

第
二
に
、
智
蜃
は
、
往
生
の
義
に
つ
い
て
、
「寿
命
品
」
巻
第
二
六
の
所
説
を
説

く
中
で
七
門
に
分
け
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
七
門
と
は
、

一

　

往
生
の
意

二

　

往
生
の
所
信
之
境

三

　

往
生
の
因
縁

四

　

往
生
の
験
生
法

五

　

往
生
の
行
業

六

　

往
生
の
人
位
分
斉

七

　

往
生
の
行
業
回
転
不
同

で
あ
る
。

じ
つ
は
、
「寿
命
品
」
巻
第
二
六
に
、

仏
子
。
此
の
娑
婆
世
界
の
釈
迦
牟
尼
仏
の
刹
の
一
劫
の
如
き
は
、
安
楽
世
界
の

阿
弥
陀
仏
の
刹
に
於
い
て
は
、

一
日

一
夜
と
為
す
。
安
楽
世
界
の
一
劫
は
、
聖

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義



八

(大
正

一
二

・
三
四
四
下
)

「
阿
弥
陀
経
」
の
、

舎
利
弗
、
若
し
善
男
子
・善
女
人
有
り
て
、
阿
弥
陀
仏
の
説
を
聞
か
ば
、
、
名
号

を
執
持
す
る
こ
と
、
若
し
は

一
日
、
若
し
は
二
日
、
若
し
は
三
日
、
若
し
は
四

日
、
若
し
は
五
日
、
若
し
は
六
日
、
若
し
は
七
日
、

丁
心
不
乱
に
し
て
、
其
の

人
命
終
の
時
に
臨
み
て
、
阿
弥
陀
は
仏
諸
々
の
聖
衆
と
現
じ
て
其
の
前
に
在
す
。

是
の
人
終
わ
ら
ん
時
、
心
顛
倒
せ
ず
し
て
即
ち
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
国
土
に
往
生

ナ
る
こ
と
を
得
ん
。

　　　　　　　　　　　　

(大
正

二

丁

三
四
七
中
)

が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

元
も
と
、
馬
鳴
は
、
「大
無
量
寿
経
」
の
二
〇
願
の
文
、
「観
無
量
寿
経
」
上
品
上

生
に
お
け
る
至
誠
心
、
深
心
、
廻
向
発
願
の
三
心
の
文
、
「
阿
弥
陀
経
」
の
執
持
名
号

の
文
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
浄
土
往
生
の
所
依
の
経
文
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
故
に

「
大
乗
起
信
論
」
の
専
意
念
仏
は
、
勝
方
便
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
専
意
念
仏
の
根
拠

は
、
前
述
し
た
浄
土
三
経
の
文
に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

元
よ
り
、
浄
土
教
で
は
、
仏
の
本
願
に
随
っ
て
往
生
し
、
往
生
し
た
者
は
不
退
の

位
、
正
定
聚
に
は
い
る
と
い
う
こ
と
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。

今
智
倣
も
、
人
間
の
生
き
て
い
る
娑
婆
世
界
は
、
縁
に
よ
っ
て
い
か
よ
う
に
も
退

転
し
て
し
ま
う
と
い
う
。
そ
し
て
、
浄
土
教
で
い
う

「不
退
転
」
を

「退
を
防
ん
と

欲
す
と
為
す
」
と
い
い
、
「
大
乗
起
信
論
」
の

「常
に
仏
を
見
る
が
故
に
、
終
に
退
す

る
こ
と
有
る
こ
と
な
し
、
と
」
の
文
意
に
よ
り
、
「浄
土
の
縁
強
に
し
て
、
唯
進
に
し

て
退
無
し
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

何
を
以
て
の
故
に
。
西
方
は
是
れ
異
界
の
故
に
。
須
べ
か
ら
ず
断
惑
を
伏
す
べ
し
。

(大
正
四
五

・
五
七
六
下
)

と
述
べ
て
い
る
。

今
、
高
峯
了
州
師
は
、
こ
の
往
生
思
想
の
根
本
的
立
場
は
、
「大
乗
起
信
論
」
に
よ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は

「
大
乗
起
信
論
」
の
、

修
多
羅
に
説
く
が
如
し
。
専
ら
西
方
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
、
修
す
る

所
の
善
根
を
廻
向
し
て
彼
の
世
界
に
生
ぜ
ん
と
願
求
す
れ
ば
、
即
ち
往
生
す
る

こ
と
を
得
。
常
に
仏
を
見
る
が
故
に
、
終
に
退
す
る
こ
と
有
る
こ
と
無
し
。

(大
正
三
二

・
五
八
三
上
)

の
文
に
よ
っ
て
い
る
。

こ
の

「修
多
羅
に
説
く
が
如
し
」
と
あ
る
修
多
羅
に
つ
い
て
、
今
浄
土
三
部
経
か

ら
み
て
み
る
と
、
「無
量
寿
経
」
の
、

設
い
我
、
仏
を
得
ん
に
、
十
方
の
衆
生
我
が
名
号
を
聞
き
、
念
を
我
が
国
に
係

け
て
、
諸
々
の
徳
本
を
殖
え
て
、
心
を
至
し
回
向
し
て
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と

欲
わ
ん
に
、
果
遂
せ
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。

　

(大
正

一
二

・
二
六
八
中
)

「観
無
量
寿
経
」
の
、

凡
そ
西
方
に
生
ず
る
に
九
品
の
人
有
り
。
仏
、
阿
難
及
び
章
提
希
に
告
ぐ
。
上

品
上
生
と
は
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
彼
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
わ
ば
、
三
種
の

心
を
発
し
て
即
便
往
生
す
。
何
等
を
三
と
為
す
。

一
に
は
至
誠
心
、
二
に
は
深

心
、
三
に
は
回
向
発
願
心
な
り
。
三
心
を
具
す
れ
ば
、
必
ず
彼
の
国
に
生
ず
。



次
に
弥
勒
天
宮
に
往
生
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
智
綴
は
、

弥
勒
の
処
是
れ
同
界
故
に
断
惑
を
仮
せ
ず
。
業
成
す
れ
ば
即
ち
往
生
す
。

(大
正
四
五

・
五
七
六
下
)

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は

「仏
説
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
」
に
よ
っ
て
い
る
。

経
典
で
は
、
優
波
離
の
、

世
尊
、
世
尊
は
往
昔
毘
尼
の
中
及
び
諸
経
蔵
に
於
い
て
、
阿
逸
多
は
次
に
当
に

作
仏
す
べ
し
と
説
き
け
り
。
此
の
阿
逸
多
は
凡
夫
身
を
具
し
、
未
だ
諸
漏
を
断

ぜ
ず
。
此
の
人
命
終
し
て
当
に
何
れ
の
処
に
生
ず
べ
き
や
。

(大
正

一
四

・
四

一
八
下
)

と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
釈
尊
は
、

此
の
人
今
よ
り

一
二
年
後
命
終
し
、
必
ず
兜
率
天
上
に
往
生
せ
ん
。

(大
正

一
四

・
四

一
八
下
)

と
答
え
、
更
に

今
、
此
の
天
主
は
名
を
弥
勒
と
曰
う
。
汝
当
に
帰
依
す
べ
し
。

(大
正

一
四

・
四
二
〇
上
)

と
説
示
し
て
い
る
。

凡
夫
の
身
で
い
の
ち
終
わ
る
時
、
た
と
え
煩
悩
を
断
じ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
て
も
、

必
ず
弥
勒
の
ま
し
ま
す
兜
率
天
に
往
生
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
智
蜃
は
、
往
生
に
つ
い
て
、
弥
陀
浄
土
と
弥
勒
天
宮
の
二
処
に
分
け
て
比
較

検
討
し
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
弥
陀
の
本
願
を
信
じ
て
、
煩
悩

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

具
足
の
凡
夫
の
ま
ま
浄
土
往
生
を
願
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
智
綴
は
、
西
方
浄
土
は

煩
悩
を
断
じ
な
け
れ
ば
往
生
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
た
だ
凡
夫
の
身
の
ま
ま
命
終

し
て
も
、
必
ず
兜
率
天

へ
の
往
生
は
で
き
る
と
し
て
い
る
。

二

　

往
生
の
所
信
の
境

智
綴
は
、

阿
弥
陀
仏
国
は

一
乗
三
乗
同
じ
か
ら
ず
と
謂
う
。
も
し

一
乗
に
依
ら
ば
阿
弥
陀

の
土
は
世
界
海
に
摂
属
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
近
く
初
機
を
引
い
て
信
を
成

じ
し
め
、
教
境
真
実
仏
国
円
融
不
可
説
が
為
の
故
に
。
も
し
三
乗
に
依
ら
ば
西

方
浄
土
是
れ
実
報
処
は
通
じ
て
四
土
を
成
ず
。

一
に
法
性
土
、
二
に
事
浄
土
、

三
に
実
報
土
、
四
に
化
浄
土
な
り
。
化
は
是
れ
報
化
也
。
化
身
の
化
に
非
ず
。

(大
正
四
五

・
五
七
六
下
)

と
述
べ
て
い
る
。

智
倣
は
、
一
口
に
阿
弥
陀
仏
国
と
い
っ
て
も
、
一
乗
と
三
乗
と
は
異
な
る
と
い
う
。

一
乗
の
浄
土
は
、

一
大
蓮
華
蔵
世
界
海
に
摂
属
し
、
三
乗
の
浄
土
は
、
法
性
土
、
事

浄
土
、
実
報
土
の
四
種
の
浄
土
説
に
通
じ
る
と
い
う
。
そ
の
中
で
西
方
浄
土
は
、
実

報
土
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
、
四
種
の
浄
土
説
に
つ
い
て
は
、
法
性
土
と

化
浄
土
の
順
番
は
異
な
る
が
、
前
述
し
た
十
種
浄
土
章
に
説
か
れ
た
も
の
と
同
義
で

あ
る
。

今
、
凝
然
の

「
孔
目
章
発
悟
記
」
巻
第
十

一

　

(大
日
本
仏
教
全
書

一
四
〇
~

一
五

〇
頁
)
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
い
う
化
浄
土
の
化
に
つ
い
て
は
、
「化
身
の
化
」
で
は
な

九



一
〇

共
有
の
四
因
は
解
脱
果
士
夫
果
を
、
報
因
は
報
果
を
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
、
往
生
浄
土
の

五
因
は
五
果
を
感
ず
と
い
う
。
こ
こ
で
六
因
の
内
、
偏
行
因
は
除
か
れ
、
浄
土
往
生

の
因
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
阿
毘
達
磨
発
智
論
」
巻
第

一
に
、

答
う
。
前
生
に
苦
を
見
、
偏
行
随
眠
が
断
ぜ
ら
れ
、
後
生
に
自
界
に
集
滅
道
を

見
し
、
随
眠
及
び
相
応
法
が
断
ぜ
ら
れ
る
を
以
て
偏
行
因
と
為
す
。

(大
正
二
六

・
九
二
〇
下
)

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

偏
行
因
に
つ
い
て
は
、
前
生
と
後
生
、
そ
れ
に
過
去
と
未
来
、
現
在
と
未
来
に
お

い
て
偏
行
随
眠
し
、
自
性
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
浄
土
往
生
の
因
と
な
ら
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
智
蜃
は
、
大
乗
初
教

(六
因
四
縁

・
互
焉
因
・
十
因
・
二
十
因
)

終
教

(唯
四
縁

・
互
焉
因
)
、
頓
教

(唯
互
焉
因
)
、
円
教
因

(
一
切
因
)
に
分
け
て

述
べ
て
い
る
。

初
教
終
教
に
つ
い
て
は
、
前
の
因
果
章
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
た

だ
頓
教
の

「唯
互
焉
因
」
に
つ
い
て
は
、
「
孔
目
章
」
巻
第

一
「普
荘
厳
童
子
処
立
因

果
章
」
で
、

旧
来
此
の
如
き
の
道
理
は
、
時
事
皆
悉
く
同
じ
か
ら
ず
、
凡
夫
の
法
は
本
来
無

物
な
り
。

　　　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
四
五

・
五
四
〇

・
上
)

と
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

仏
教
で
説
か
れ
る
因
果
の
道
理
は
、
時
事
に
よ
っ
て
異
な
り
、
衆
生
の
受
け
止
め

て
い
る
真
理
は
元
も
と
無
物
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
故
に
智
僚

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

く

「報
化
」
の
化
を
顕
わ
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
諸
仏
如
来
が
衆
生
を
度
せ
ん
が
た

め
に
、
神
通
を
施
作
し
て
示
現
し
た
浄
土
を
指
す
の
で
あ
る
。

次
に
事
浄
土
と
は
、
衆
宝
所
成
の
浄
土
で
あ
り
、
自
受
用
浄
土
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
実
務
浄
土
と
は
現
行
等
の
所
成
土
で
あ
っ
て
、
自
受
用
浄
土
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
法
性
浄
土
と
は
、
真
如
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
法
身
所
居
の
浄
土
の
こ
と
で
あ
る
。

今
、
凝
然
の
説
を
参
考
に
し
て
四
種
の
浄
土
説
に
つ
い
て
み
て
き
た
わ
け
で
あ
る

が
、
何
れ
に
し
て
も
、
智
儡
は
阿
弥
陀
仏
国
土
を
、
報
土
と
化
土
と
に
要
約
し
て
述

べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
更
に
化
に
つ
い
て
、
四
種
の
浄
土
説
に
通
じ
る
実
報
と
し
て

の
化
と
し
て
、
そ
こ
に
弥
陀
浄
土
の
意
義
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

　

往
生
の
因
縁

智
厳
の
説
を
要
約
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

先
ず
六
因
四
縁
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
六
因
四
縁
は
、
「孔
目
章
」
巻
第

一

「普
荘
厳
童
子
処
立
因
果
章
」
(大
正
四
五

・
五
三
九

・
中
)
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

四
縁
と
は
、
因
縁
、
等
無
間

(次
第
)
縁
、
所

(縁
)
縁
、
増
上
縁
で
あ
る
。
そ

し
て
、
本
識
の
業
種
を
因
縁
、
求
生
の
心
を
次
第
縁
、
浄
土
な
ど
の
境
界
を
縁
縁
、

余
法
を
疑
わ
な
い
こ
と
を
増
上
縁
に
当
て
は
め
て
い
る
。

次
に
六
因
と
は
、
能

(所
)
作
因
、
倶
有

(共
有
)
因
、
相
応
因
、
同
類

(自
分
)

因
、
偏

(偏
行
)
因
、
異
熟
果

(報
)
因
で
あ
る
。
そ
し
て
、
六
因
は
五
果
を
生
じ
、

相
応
共
有
の
二
因
は
増
上
果
を
感
じ
、
自
分
偏
の
二
因
は
依
果
を
、
所
作
自
分
相
応



の
往
生
因
縁
は
、
一
切
の
因
の
立
場
に
よ
り
、
「唯
互
鳥
因
」
と
し
て
の
境
智
平
等
の

浄
土
往
生
の
因
縁
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

身
を
見
る
と
雖
ど
も
、
諸
々
の
相
好
に
於
い
て
心
明
了
な
ら
ず
。
三
七
日
の
後

に
於
い
て
乃
ち
了
了
に
見
る
。

　　　　　　

(大
正

一
二

・
三
四
五
上
~
中
)

の
文
に
よ
っ
て
い
る
。

第
三
門
は
、
依
十
六
観
九
品
門
、
こ
れ
は

「観
無
量
寿
経
」
に
よ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

第
四
門
、
依
孟
蘭
盆
法
門
は
、
那
舎
長
者
の
教
を
起
こ
ず
に
よ
る
と
あ
る
。
こ
れ

は

「濯
頂
経
」
巻
第
十

一

　

(大
正
二
丁

五
三
〇
上
~
)
の
、
那
舎
長
者
が
父
母
に

供
養
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸
々
の
聖
衆
は
十
方
刹
土
に
往
生
し
、
諸
仏
に
見
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
因
縁
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

第
五
門
は
、
依
往
生
経
門
。
智
倣
の
い
う
、

黄
幡
を
建
立
し
、
及
び
仏
像
を
示
し
、
並
び
に
潅
頂
の
法
を
作
し
、
も
し
未
だ

終
わ
ら
ず
も
し
は
終
わ
る
と
き
、
已
に
終
竟
し
、
法
の
如
く
成
就
す
る

(大
正
四
五

・
五
七
七
上
)

の
文
は
、
同
じ
く

「濯
頂
経
」
巻
第
十

一
に
、

若
し
臨
終
の
時
、
若
し
已
に
命
過
ぎ
な
ば
、
是
れ
其
の
亡
日
我
今
亦
勧
な
り
。

黄
幡
を
造
作
し
刹
上
を
懸
著
に
す
。
福
徳
を
獲
せ
し
め
八
難
の
苦
を
離
れ
、
十

方
諸
仏
の
浄
土
を
得
生
す
。

　　　　　　　　　

(大
正
ニ

ー
・
五
三
〇
中
)

に
よ
る
。

第
六
門
、
観
其
暖
触
門
と
は
、
臨
終
に
臨
み
頭
の
上
を
暖
か
く
す
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

第
七
門
、
依
弥
勒
発
問
経
門
と
は
、
十
念
が
成
就
し
、
そ
の
一
報
を
尽
く
す
こ
と

一

一

四

　

往
生
の
験
生
法

智
報
は
十
門
を
も
っ
て
略
説
し
て
い
る
。

第

一
門
は
、
作
道
場
門
で
あ
る
。
「孔
日
章
」
巻
第
四
に
、

道
場
を
安
置
し
て
、
阿
弥
陀
仏
像
を
建
て
、
幡
灯
散
華
、
洗
浴
焼
香
、
礼
仏
行

道
し
て
阿
弥
陀
を
念
ず
る
こ
と

一
日
乃
至
七
日
に
し
て
往
生
を
験
得
す
。

(大
正
四
五

・
五
七
七
上
)

と
あ
る
。

こ
の
作
道
場
門
も
、
同
じ
く
前
述
し
た

「観
無
量
寿
経
」
の
上
品
上
生
の
、

此
の
功
徳
を
具
し
、

一
日
乃
至
七
日
し
て
、
即
ち
往
生
を
得
。

(大
正

一
二

・
三
四
四
下
)

の
文
と
、
「
阿
弥
陀
経
」
の
、

名
号
を
執
持
す
る
こ
と
、
若
し
は

一
日
、
若
し
は
二
日
、
若
し
は
三
日
、
若
し

は
四
日
、
若
し
は
五
日
、
若
し
は
六
日
、
若
し
は
七
日
、

一
心
不
乱
な
り
。

(大
正

一
二

・
三
四
七
中
)

の
経
説
に
よ
っ
て
い
る
。

以
下
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
二
門
は
、
作
七
日
法
門
、
「観
無
量
寿
経
」
の
上
品
下
生
の
、

一
日

一
夜
に
、
蓮
華
乃
ち
開
く
。
七
日
の
中
に
乃
ち
仏
を
見
る
こ
と
を
得
。
仏

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

で
あ
る
。
こ
れ
は

「宝
積
経
」
巻
第
九
二
の
文
の

阿
弥
陀
仏
極
楽
世
界
功
徳
利
益
、
若
し
衆
生
有
り
て
十
種
の
心
を
発
こ
し
、

一

一
の
心
に
随
い
、
専
ら
阿
弥
陀
仏
に
向
か
う
を
念
じ
、
こ
の
人
命
終
し
、
当
に

彼
の
仏
の
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。

(大
正

一
一
・
五
二
八
中
)

に
よ
り
、
十
念
の
成
就
に
よ
る
往
生
の
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

第
八
門
、
験
中
陰
身
門
、
中
陰
に
お
け
る
教
化
の
作
法
に
つ
い
て
述
べ
、
父
母
中

陰
往
生
の
験
得
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
九
門
、
依
濯
頂
法
門
、
釈
尊
の
誕
生
日
で
あ
る
四
月
八
日
に
、
仏
像
を
濯
頂
し

菩
提
樹
を
洗
え
ば
、
福
が
父
母
兄
弟
姉
妹
に
及
ぶ
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
十
門
、
尽
其

一
生
門
、
六
時
に
礼
仏
懺
悔
謝
過
及
び
来
去
往
還
皆
参
辞
礼
拝
を

し
、
過
の
尊
儀
を
謝
し
て
間
絶
無
き
者
は
往
生
を
験
得
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
、
往
生
の
験
生
法
と
し
て
十
種
の
方
法
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

二

一

乗
な
ど
も
す
べ
て
、
回
向
す
れ
ば
往
生
の
業
行
と
な
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、

善
導
は
、
読
誦

・
観
察

・
礼
拝

・
讃
歎
供
養
の
四
行
を
助
行
と
し
、
称
名
を
正
定
業

と
明
確
に
区
別
し
て
い
る
の
に
対
し
、智
報
に
は
そ
の
よ
う
な
区
別
は
見
ら
れ
な
い
。

六

　

往
生
人
位
分
斉

智
報
に
よ
れ
ば
、
菩
薩
道
に
お
い
て
、
十
解
已
前
の
十
信
位
の
中
で
十
善
法
を
成

ず
る
と
こ
ろ
に
其
の
分
斉
を
見
る
の
が
終
教
の
立
場
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、

十
信
位
に
お
い
て
は
退
失

・
退
滅

・
廃
退
の
三
退
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
も
し
初
教

な
ら
ば
、
十
回
向
已
去
に
不
退
を
得
る
。
も
し
頓
教

・
円
教
で
は
、
信
位
終
心
の
自

分
已
前
に
見
る
。
そ
し
て
、
浄
土
の
法
門
を
見
聞
し
往
生
の
業
行
を
成
ず
る
多
少
に

約
し
て
自
ら
不
同
あ
り
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

「観
無
量
寿
経
」
の
九
品
往
生

の
文
に
よ
る
と
し
て
い
る
。

五

　

往
生
の
業

智
報
は

「
孔
目
章
」
で
、

総
じ
て
正
助

一
切
の
業
を
説
き
て
皆
往
生
の
業
行
と
為
ナ
。

(大
正
四
五

・
五
七
七
中
)

と
述
べ
、
正
業
も
助
業
も

一
切
の
業
行
が
悉
く
往
生
の
業
行
と
な
り
、
内
門
外
門
、

有
流
無
流
、
現
生
も
過
去
未
来
の
業
行
を
す
べ
て
、
或
は
多
生
所
有
の
福
慧

一
切
五

七

　

往
生
業
行
廻
転
不
同

こ
れ
は
往
生
の
業
行
を
助
行
因
と
正
行
因
と
に
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
往
生
の
業
行
を
廻
向
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
に
つ
い
て
種
々
の
不
同
が
あ
る

こ
と
を
述
べ
、
人
夫
や
三
乗
の
正
善
根
を
も
っ
て
十
方
の
浄
土
に
生
じ
、
廻
向
し
て

西
方
浄
土
に
往
生
す
る
の
は
助
行
の
因
と
し
、
三
界
の
苦
集
因
を
簡
ぶ
無
分
別
智
に

到
達
す
る
こ
と
を
正
行
の
因
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
智
報
は
、

臨
終
に
生
を
楽
欲
す
と
は
、
次
第
縁
と
為
す
。
即
ち
是
れ
正
勝
欲
に
し
て
、
臨

終
に
臨
む
時
、
善
知
識
の
行
及
び
解
と
は
、
親
し
く
宿
世
の
善
根
を
増
上
す
る



が
焉
に
大
い
に
依
経
に
準
じ
て
多
善
根
を
成
ず
。

　

(大
正
四
五
・五
七
七
中
)

と
述
べ
、
臨
終
の
時
に
善
知
識
に
勧
め
ら
れ
て
行
ず
る
こ
と
を
増
上
縁
と
し
て
往
生

し
、
或
は
経
典
に
よ
っ
て
大
善
根
を
行
じ
て
往
生
す
る
こ
と
を
正
因
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
解
境
に
お
け
る
解
善
知
識
、
行
境
に
お
け
る
行
善
知
識
と
に
分
け
て
説
い

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
善
知
識
の
解
行
が
、
宿
世
の
善
根
を
増
上
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
阿
弥
陀
経
」
の
、

舎
利
弗
、
少
善
根
福
徳
の
因
縁
を
以
て
、
彼
の
国
に
生
ま
る
る
こ
と
を
得
べ
か

ら
ず
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(大
正

こ

I
・
三
四
七
中
)

の
文
に
よ
り
、
多
善
根
を
成
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
智
倣
は
、
「極
終

入
宅
」
の
言
に
よ
り
、
普
賢
界
に
至
っ
て
還
来
し
て
蓮
華
蔵
世
界
海
に
入
り
、
起
化

の
用
を
成
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
も

「観
無
量
寿
経
」
の
上
品
上
生
に
よ
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
妙
法
を
聞
い
て
衆
生
法
忍
を
悟
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は

入
出
二
門
の
益
が
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
智
倣
は
、
「浄
土
論
」
の
因
果
の
二
種
の
漸
次
相
資
の
法
に
よ
り
述
べ
る
の

で
あ
る
。
先
ず
浄
土
の
業
行
の
因
と
し
て
、

一
礼
拝
門
、
二
讃
歎
門
、
三
作
願
門
、

四
観
察
門
、
五
回
向
門
の
五
念
門
を
立
て
、
往
生
の
業
行
の
果
と
し
て
、

一
近
門
、

二
大
衆
門
、
三
宅
門
、
四
屋
門
、
五
園
林
遊
戯
地
門
の
入
出
五
門
を
立
て
て
、
そ
の

功
徳
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
五
門
は
、
ま
さ
し
く
阿
弥
陀
仏
国
の
安
楽
世
界

に
往
生
す
る
因
果
の
て
だ
て
で
あ
る
。
故
に
そ
れ
は
自
利
利
他
円
満
に
し
て
、
速
や

か
に
阿
将
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
成
ず
る
こ
と
を
得
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
、
因
果
が
相
資
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

以
上
、
智
倣
の
浄
土
往
生
の
義
に
つ
い
て
、
「孔
目
章
」
を
中
心
に
見
て
き
た
わ
け

で
あ
る
。

智
倣
は
、
法
常
に
よ
り
伝
承
さ
れ
た
四
種
浄
土
説
に
よ
り
、
浄
土
の
義
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
更
に
弥
陀
の
浄
土
を
、

曇
鸞
道
棹
な
ど
と
同
様
に
報
仏
報
土
と
判
じ
て
い
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
智
銀
の
浄
土
教
義
は
、
前
述
し
た
如
く
、
摂
論
地
論
、
華
厳
の
思
想

に
よ
り
確
立
し
た
教
学
で
あ
っ
て
、
道
棹

・
善
導
の
純
正
浄
土
教
に
お
い
て
主
張
さ

れ
る
凡
入
報
土
の
教
義
と
は
意
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
往
生
に
つ
い
て
は
、

阿
弥
陀
仏
の
西
方
浄
土
と
弥
勒
仏
の
兜
率
天
宮
の
二
処
を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
自
内
証
そ
の
も
の
は
、
浄
土
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
、
そ
の
多
く
を
浄
土
三
経

の
経
説
よ
り
論
証
し
て
い
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
西
方
浄
土
と
見
て
間
違
い
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
後
の
法
蔵
を
初
め
と
す
る
華
厳
宗
の
澄
観
宗
密
な
ど
も
こ
の
智
報
の
「
孔

目
章
」
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
羅
の
元
暁
も
も
ち
ろ
ん
智
銀
の

「
孔
目
章
」
を

敷
術
し
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

そ
こ
で
こ
れ
よ
り
法
蔵
、
澄
観

(宗
密
は
澄
観
に
含
む
)
の
華
厳
浄
土
義
に
つ
い

て
み
て
み
よ
う
。

第
三
節

　

法
蔵

そ
こ
で
、
法
蔵
の
華
厳
教
字
の
中
心
は
奈
辺
に
あ
る
の
か
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
思
y{ノ
。

先
ず
法
蔵

(六
四
三
~
七

一
二
年
)
そ
の
人
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
姓
は
康
氏
、

一
三



一
四

論
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
社
会
状
況
は
、
「支
那
通
史
」
(岩

波
文
庫
、
那
珂
通
世
著

「支
那
通
史
」
中
冊
、
二
〇
八
頁
)
に
よ
れ
ば
、

則
夫
は
好
ん
で
大
像
を
営
み
、
中
宗
は
多
く
寺
を
造
り
僧
を
度
し
、
耗
轟
限
り

無
し
。
玄
宗
勅
し
て
僧
尼
は
三
歳
に

I
た
び
籍
を
造
ら
し
む
。
尋
い
で
祠
部
を

し
て
度
牒
を
給
せ
し
む
。
文
宗
の
時
に
至
り
、
寺
は
凡
そ
四
方
余
所
、
僧
尼
は

数
十
万
人
あ
り
。
武
宗
は
道
を
好
ん
で
釈
を
悪
み
、
勅
し
て
両
都
に
各
々
二
寺

を
留
め
、
節
鎮
は

一
寺
と
し
、
余
は
皆
毀
撤
し
、
僧
尼
を
勒
し
て
俗
に
帰
す
る

こ
と
、
凡
そ
二
十
七
万
な
り
。
・:
略
・:
古
来
帝
王
の
仏
を
排
す
る
こ
と
三
次
、

魏
の
太
武
、
周
の
武
帝
、
及
び
武
宗
な
り
。
釈
家
之
を
三
武
の
禍
と
請
ふ
…
…

略
…
…
四
を
華
厳
宗
と
日
う
。
華
厳
経
を
以
っ
て
拠
と
為
す
。
覚
賢
之
を
訳
出

す
。
隋
の
時
、
法
順
其
の
学
を
発
揮
し
、
二
伝
し
て
法
蔵
に
至
り
、
宗
義
愈
々

明
か
な
り
。
則
天
、
号
を
賢
首
戒
師
と
腸
ふ
…
…

と
あ
る
。

こ
の
宗
教
的
天
才
と
も
い
え
る
法
蔵
の
仏
教
研
鐙
に
於
い
て
、
天
台
教
学
に
対
し

て
、
ま
た
、
玄
奘
以
后
の
法
相
唯
識
に
対
す
る
自
宗
の
教
判
の
確
立
と
い
う
歴
史
的

社
会
的
必
然
性
と
、
歴
史
社
会
に
於
け
る
仏
教
保
護
の
時
期
に
巡
り
合
っ
た
と
い
う

恵
ま
れ
た
状
況
、
あ
る
い
は
環
境
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
明
ら
か
な
如
く
、
中
国
華
厳
宗
で
は
最
高
峰
に
位
置
す
る
重
要
な
人
物
で

あ
る
法
蔵
で
は
あ
る
が
、
じ
つ
は
浄
土
教
に
関
し
て
は
殆
ど
智
倣
の
説
を
継
承
し
た

に
過
ぎ
な
い
。

法
蔵
は
、
「探
玄
記
」
巻
第
三
べ

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

宇
を
賢
首
と
い
う
。
祖
先
は
康
居
の
出
身
で
、
太
宗
貞
観

一
七
年
葵
卯
に
生
ま
れ
た

と
い
う
。
高
宗
顕
慶
四
年
末
太
白
山
に
入
っ
て
仏
教
の
研
究
を
し
、
後
に
雲
華
寺
に

於
い
て
智
報
の

「華
厳
経
」
の
講
義
を
聞
き
、
そ
の
門
に
入
り
勉
学
に
努
め
た
と
い

う
。
二
六
歳
の
時
、
師
で
あ
る
智
報
と
死
別
し
て
、
二
八
歳
の
時
、
出
家
し
て
則
天

武
后
に
よ
っ
て
太
原
寺
に
迎
え
ら
れ
た
。
そ
の
時
賢
首
の
号
を
腸
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
新
訳
の
翻
訳
事
業
に
参
加
し
つ
つ
幾
度
か

「華
厳
経
」
を
講
じ
た
。
先
天

元
年
壬
子

一
四
日
大
薦
福
寺
入
寂
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

〈以
上

『唐
人
鷲
福
寺

故
寺
主
翻
経
大
徳
法
蔵
和
尚
伝
』
(大
正
五
〇

・
二
八
〇
~
二
八
九
)
を
参
照
〉
。

然
る
に
、
法
蔵
の
著
作
は
三
〇
数
篇
に
も
及
ぶ
が
、
法
蔵
を
華
厳
教
学
の
大
成
者

た
ら
し
め
る
所
以
は

「探
玄
記
」
と

「華
厳
五
教
章
」
と
を
も
っ
て
す
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

元
よ
り

「探
玄
記
」
は

「
六
〇
華
厳
」
の
註
釈
で
あ
る
が
、
単
な
る
註
釈
に
終
わ

ら
ず
、
華
厳
学
の
詳
細
な
教
義
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「華
厳
五
教
章
」
は
華
厳
学
成

立
の
問
題
を
巧
み
に
論
述
し
て
い
る
。
そ
の
二
書
を
も
っ
て
法
蔵
の
思
想
の
根
本
を

看
取
す
れ
ば
別
教

一
乗
と
い
わ
れ
る

一
乗
思
想
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
基
礎
を
な

す
も
の
が
如
来
蔵
縁
起
説
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
教
学
の
根
本
体
系
は
、
三
性
・因
縁
・

十
玄

・
六
相
の
四
部
門
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。

お
よ
そ
、
中
国
仏
教
に
於
け
る
法
蔵
の
華
厳
教
学
は
、
そ
の
深
遠
な
る
意
味
に
於

い
て
天
台
智
顎
の
教
学
と
双
璧
を
成
す
も
の
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
智
顎

(五
三
八
~

五
九
七
)
よ
り
後
れ
る
こ
と
約
百
年
で
あ
っ
た
。
而
も
法
蔵
の
時
代
に
な
る
と
、
玄

奘

・
窺
基
に
よ
っ
て
伝
授
せ
ら
れ
た
法
相
唯
識
な
る
、
い
わ
ば
新
し
い
仏
教
と
の
争



三
賢
と
十
聖
と
は
果
報
に
住
し
、
唯
、
仏

一
人
の
み
浄
土
に
居
す

(大
正
三
五

・
一
五
八
下
)

と
、
「
仁
王
経
」
(大
正
八

・
八
二
八
上
)
に
よ
り
、
浄
土
の
居
所
を
明
ら
か
に
し
、

煩
悩
を
す
べ
て
断
じ
た
仏
た
だ

一
人
居
す
る
と
こ
ろ
を
浄
土
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
同
じ
く
巻
第
三
で
、

阿
弥
陀
の
土
、
彼
に
生
ぜ
し
め
ば
皆
正
定
に
住
す
る
等
の
如
し
。
堪
任
巳
還
軽

毛
の
退
位
と
三
聚
の
衆
と
の
共
生
の
処
は
浄
土
と
名
づ
け
ず
。

(大
正
三
五

・
一
五
八
下
)

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
前
述
し
た
智
蜃
の

「往
生
の
所
信
の
境
」
に
よ
っ
て
い
る
。
阿
弥
陀
の
位

は
、
み
な
正
定
聚
の
位
に
住
す
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
初
住
以
前
の
位
や
三
聚
の
衆

生
の
共
生
す
る
と
こ
ろ
は
浄
土
と
い
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た

「入
法
界
品
」
に
お
け
る
功
徳
雲
比
丘
の

「普
門
観
察
正
念
諸
仏
三
昧
」
に

つ
い
て
、
法
蔵
は

「探
玄
記
」
巻
第

一
八
で
、

此
の
門
若
し
開
か
ば
、
普
く
十
方
の
塵
数
の
諸
佛
を
見
る
こ
と
、
文
に
顕
す
所

の
如
し
。
光
明
と
は
所
見
の
分
明
を
顕
す
が
故
に
。
此
の
普
門
の
光
明
は
是
れ

前
の
普
照
な
り
。
観
察
と
は
、
所
見
の
審
細
の
故
に
、
是
れ
前
の
観
察
な
り
。

正
念
と
は
見
る
時
に
乱
れ
ざ
る
が
故
に
。
是
れ
上
の
除
障
等
な
り
。
上
は
是
れ

能
見
に
し
て
、
諸
佛
は
是
れ
所
見
な
り
。
三
味
は
是
れ
彼
の
見
の
所
依
の
定
な

り
。
創
め
て
住
位
の
光
明
念
佛
三
昧
に
入
り
て
広
く
仏
を
見
る
と
は
、
仏
が
是

れ
究
竟
の
所
依
の
本
を
以
て
の
故
に
自
分
竟
り
ぬ
。
(大
正
三
五

・
四
五
七
上
)

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

と
述
べ
て
い
る
。

法
蔵
は
、
「普
門
観
察
正
念
諸
仏
三
昧
」
の
字
訓
を
次
の
如
く
解
釈
し
て
い
る
。
普

門
と
は
、
念
仏
三
昧
の
法
門
が
普
く
十
方
微
塵
の
諸
仏
を
見
る
意
味
に
お
い
て
そ
う

い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
観
察
と
は
、
見
ら
れ
る
も
の
が
繊
細
に
し
て
精
審
な
こ
と
を

観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
正
念
と
は
、
見
る
と
き
に
心
が
乱
れ
な
い
状
態
に
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
諸
仏
三
昧
と
は
、
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
、
即
ち
能
見
の
衆
生
と

所
見
の
諸
仏
と
が
互
い
に
深
い
定
の
世
界
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
全
く
浄

土
教
で
い
わ
れ
る
念
仏
の
意
味
内
容
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
さ
ら
に

「入
法
界
品
」
の
功
徳
雲
比
丘
の

「静
思
し
て
経
行
し
た
ま
え

る
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
「探
玄
記
」
巻
第

一
八
で
は
、

静
思
経
行
し
、
般
舟
三
昧
等
を
修
す
る
こ
と
を
明
す
が
故
に
、
亦
是
れ

一
行
三

昧
の
故
に
。
又
静
思
は
止
を
修
し
、
経
行
は
観
を
成
ず
。
又
、
是
れ
賢
護
等
の

経
の
思
惟
諸
佛
現
前
三
昧
の
相
状
な
り
。

　　　　

(大
正
三
五
・
四
五
六
中
)

と
述
べ
て
い
る
。

法
蔵
は
、
静
思
経
行
を

一
行
三
昧
の
止
観
と
し
て
い
る
。
即
ち
菩
薩
道
は
仏
を
離

れ
て
あ
り
得
な
い
。
故
に
念
仏
三
昧
を
打
ち
出
す
前
に
限
り
な
い
仏
を
自
ら
観
察
せ

し
め
、
仏
を
念
ず
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ま
で
何
度
も
述

べ
て
き
た
が
、
法
蔵
の
浄
土
義
は
、
華
厳
の
本
来
思
想
を

一
歩
も
出
る
も
の
で
は
な

い
。
従
っ
て
、
法
蔵
の
念
仏
は
ど
こ
ま
で
も
大
乗
菩
薩
道
の
歩
み
に
お
け
る
念
仏
で

あ
り
、
あ
く
ま
で
も
諸
仏
を
念
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
他
力
の
本
願
を
信
じ
、
弥
陀

一

仏
を
称
え
る
浄
土
の
念
仏
と
は
意
を
異
に
し
て
い
る
。

一
五



一
六

こ
の
十
願
こ
そ
、
誠
に
生
涯
を

「華
厳
経
」
の
実
践
に
尽
く
し
た
澄
観
ら
し
さ
を

彷
彿
さ
せ
る
事
柄
で
あ
る
。

さ
て
か
か
る
澄
観
は
、
浄
土
教
に
対
し
て
如
何
な
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

念
仏
に
つ
い
て
、
「
大
方
広
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
紗
」
巻
第
八
五

(以
下

「演
義

紗
」
と
略
す
)
で
、

然
る
に
古
人
已
に
五
門
有
り
と
云
う
。

一
に
称
名
往
生
念
仏
門
、
二
に
観
像
滅

罪
念
仏
門
、
三
に
摂
境
唯
心
念
仏
門
、
四
に
心
境
無
碍
念
仏
門
、
五
に
縁
起
円

通
念
仏
門
。

　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
三
六
・六
六
七
中
~
下
)

と
五
義
述
べ
て
い
る
。

澄
観
に
よ
れ
ば
、
初
め
の
二
門
は
局
と
名
づ
け
、
た
だ
称
名
だ
け
で
念
仏
の
義
に

欠
け
る
と
い
い
、
第
五
門
を
も
っ
て
性
起
円
通
事
事
無
碍
の
義
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
五
門
を
十
身
に
配
し
各
二
門
を
立
て
て
称
名
念
仏

一
行
三
昧
を
明
か
し

て
い
る
。
ま
た
同
じ
く

「演
義
紗
」
巻
第
八
六
で
は
、

百
方
阿
弥
陀
仏
は
当
に
彼
仏
を
念
ず
べ
し
。
戒
を
欠
す
る
を
得
ず
し
て

一
心
専

念
な
り
。
も
し

一
昼
夜
も
し
は
七
日
七
夜
、
七
日
過
ぎ
て
已
に
後
、
阿
弥
陀
仏

を
見
る
。
覚
に
於
い
て
見
ず
、
夢
中
に
於
い
て
是
れ
を
見
る
。
9　
ば
夢
中
に
見

ら
れ
る
が
如
く
、
昼
を
知
ら
ず
、
夜
を
知
ら
ず
、
亦
内
を
知
ら
ず
、
亦
外
を
見

ず
。
冥
中
に
在
る
が
故
に
見
ず
し
て
用
せ
ず
。
蔽
疑
せ
ら
る
所
有
り
が
故
に
見

ず
し
て
用
い
ず
。
是
の
如
く
践
陀
和
菩
薩
、
心
に
当
に
是
の
如
く
念
ず
べ
し
。

(大
正
三
六

・
六
七

一
上
)

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

第
四
節

　

澄
観

・
宗
密

次
に
澄
観

(七
三
八
~
八
三
九
年
)
は
、
越
州
山
陰
の
出
身
で
、
姓
は
夏
侯
氏
、

字
は
大
休
と
い
う
。
唐
開
元
二
五
年

(
一
説
で
は
二
六
)
に
生
ま
れ
る
。
そ
の
後

「法

華
経
」
、
「大
乗
起
信
論
」
、
あ
る
い
は
湛
然
よ
り
天
台
を
学
ん
だ
り
し
て
い
る
。
し
か

し
何
と
言
っ
て
も
澄
観
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は

「華
厳
経
」
で
あ
り
、
法

蔵
の
教
学
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
特
に
澄
観
の
教
学
の
中
心
は
、

一

真
法
界
論
で
あ
り
、
四
種
法
界

・
縁
起
性
起
の
教
学
を
体
系
化
し
て
い
る
。

著
書
は
多
数
あ
り
、
「華
厳
経
疏
」
六
〇
巻
、
「華
厳
経
疏
演
義
紗
」
九
〇
巻
、
「
三

聖
円
融
観
門
」
「華
厳
法
界
玄
鏡
」
二
巻
な
ど
で
あ
る
。
唐
開
成
三
年

(
一
説
四
年
)

三
月
、

一
〇

一
歳
で
寂
す
。

そ
ん
な
煩
瓊
な
華
厳
教
学
を
体
系
化
し
た
澄
観
の
実
践
に
つ
い
て
興
味
あ
る
こ
と

が
ら
が

「宋
高
僧
伝
」
巻
第
五
の

「澄
観
伝
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

門
人
の
清

招
が
、
澄
観
の
平
時
の
行
実
を
十
願
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
は
、
長
く
方
丈
に
止
ま
り
、
但
だ
三
衣
鉢
に
し
て
、
長
を
蓄
え
ず
。
二
は
、

当
代
の
名
利
は
之
を
棄
て
る
こ
と
遺
る
が
如
し
。
三
は
、
目
に
女
人
を
視
ず
。

四
は
、
身
影
を
俗
家
に
落
さ
ず
。
五
は
、
未
だ
熱
受
を
捨
て
ざ
れ
ば
、
長
く
法

華
経
を
誦
せ
ん
。
六
は
、
長
く
大
乗
の
経
典
を
読
み
、
普
ね
く
含
霊
に
施
す
。

七
は
、
長
く
華
厳
大
経
を
講
ず
。
八
は
。

一
生
昼
夜
臥
せ
ず
。
九
は
、
名
を
激

え
、
衆
を
惑
わ
し
て
善
を
伐
ら
ず
。
十
は
、
大
慈
悲
を
退
か
ず
し
て
、
普
ね
く

法
界
を
救
う
。
観
、
尽
形
の
期
に
逮
ぶ
ま
で
、
恒
に
願
に
依
っ
て
而
も
修
行
せ

り
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
五
〇

・
七
三
七
下
)



仏
は
、
過
去
と
為
す
や
未
来
や
。
今
現
在
と
為
す
。
仏
阿
難
に
告
げ
て
曰
わ
く
。

西
方
は
此
を
去
る
こ
と
十
万
億
仏
刹
の
彼
に
世
界
有
り
。
極
楽
と
日
う
。
法
處

比
丘
彼
に
有
り
て
成
仏
す
。
無
量
寿
と
号
す
。
今
現
在
に
法
を
説
く
。
然
る
後

廣
く
其
の
度
の
荘
厳
を
説
く
。
釈
し
て
曰
く
既
に
如
来
他
に
昔
因
今
果
を
説
く
。

何
ら
即
本
師
と
為
す
と
判
ず
を
得
る
や
。

　　

(大
正
三
六
・六
九
八
上
~
中
)

と
述
べ
て
い
る
。

法
處
比
丘
と
は
、
法
蔵
比
丘
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
澄
観
は
、
「
大
無
量
寿

経
」
の
法
蔵
菩
薩
の
因
位
の
願
と
阿
弥
陀
仏
の
四
八
願
が
今
現
在
説
法
と
し
て
説
か

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
つ
ま
り
澄
観
は
、
特
に
阿
弥
陀
仏
の
四

八
願
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
特
別
視
し
て
見
て
い
な
い
。
寧
ろ
、
同
じ
く

「演
義
紗
」

巻
第
三
七
で
、

一
に
仏
仏
相
望
と
は
、
阿
弥
陀
仏
に
四
八
の
願
在
り
て
能
く
衆
生
を
摂
す
。
除

則
ち
能
わ
ず
。
此
仏
を
礼
し
罪
を
滅
す
る
こ
と
則
ち
多
し
。
除
仏
を
礼
し
罪
を

滅
す
る
こ
と
即
ち
少
な
し
。
諸
仏
行
願
の
功
徳
平
等
な
ら
ざ
る
こ
と
無
く
、
根

に
随
っ
て
縁
に
随
っ
て
。
説
き
優
劣
有
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
顛
倒
と
為

す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
三
六

・
二
八
四
上
)

と
述
べ
、
阿
弥
陀
如
来
の
四
八
願
を
特
別
に
衆
生
摂
取
の
能
力
が
あ
る
と
は
考
え
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
澄
観
は
、
西
方
浄
土
を
勧
め
る

「普
賢
行
願
晶
」
を
解
釈

す
る
上
に
お
い
て
も
、
特
別
に
浄
土
往
生
を
認
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
華
厳
教
学
に

お
け
る
重
々
無
尽
の
往
生
論
の
一
環
と
し
て
認
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
決
し
て
浄
土
往
生
を
認
め
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
、
「貞
元
新
訳
華
厳

一
七

と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
は
常
に
念
仏
三
昧
を
修
し
、

一
切
時
に
常
に
西
方
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
こ
と

に
つ
い
て
、
仏
が
践
陀
和
に
告
げ
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

元
も
と
、
澄
観
は
。
浄
土
信
仰
に
対
し
て
重
き
を
置
く
と
い
う
よ
り
も
、
じ
つ
は

事
事
無
碍
法
界
の
論
理
を
維
持
す
る
た
め
の
傍
流
と
し
て
浄
土
義
が
必
要
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
だ
か
ら
澄
観
は
、
「華
厳
経
」
に
説
か
れ
る
浄
土
義
に
対
し
て
、
同
じ
く

「演
義
紗
」
巻
第
四
で
、

大
意
は
、
除
の
浄
土
の
中
の
仏
是
れ
無
生
際
を
証
さ
ば
、
今
娑
婆
に
生
じ
是
れ

化
現
を
明
か
す
の
み
。

　　

故
に
云
わ
く
、
除
の
浄
土
在
り
て
而
も
疏
に
約
引

摂
説
と
言
う
は
華
蔵
を
厳
浄
し
及
び
法
界
帝
網
之
刹
に
周
ね
き
と
言
わ
ず
。
此

の
身
法
界
に
周
満
す
と
言
わ
ず
。
而
も
東
方
等
に
在
り
言
う
。
明
ら
か
に
是
れ

宜
に
随
い
娑
婆
雑
悪
の
衆
生
を
引
摂
し
て
、
浄
土
の
行
を
修
せ
し
め
る
の
み
。

(大
正
三
六

こ
ニ
ー
下
)

と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
澄
観
に
と
っ
て
は
、
娑
婆
の
煩
悩
の
深
い
悪
人
で
あ
る
衆
生
を
導
き
、

浄
土
の
行
を
行
わ
せ
る
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
西
方
阿
弥
陀
の
浄
土
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
澄
観
は
同
じ
く

「演
義
砂
」
巻
第
九
〇
で
、

彼
の
比
丘
悉
く
皆
摂
受
し
、
摂
し
已
わ
っ
て
五
劫
が
あ
い
だ
満
足
し
、
思
惟
修

習
し
、
便
ち
彼
の
仏
に
向
か
う
。
四
八
願
を
発
し
、
発
願
已
後
多
劫
を
経
て
修

行
し
て
功
徳
を
成
就
し
乃
至
成
仏
す
。
後
に
阿
難
問
う
。
こ
の
法
處
比
丘
の
成

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義



一
八

下
品
下
生
、
五
逆
十
悪
は
諸
の
不
善
を
具
し
応
さ
に
悪
道
に
堕
し
苦
を
受
け
窮

め
無
き
と
す
べ
し
。
臨
終
苦
逼
し
て
念
仏
に
逞
ず
。
但
だ
名
号
を
称
し
て
声
を

絶
え
ず
十
念
を
具
足
し
、
命
終
の
後
、
金
の
蓮
華
を
見

一
念
に
往
生
す
。
十
二

劫
を
満
た
し
華
開
き
諸
方
の
実
相
を
開
く
を
得
る
。
罪
行
を
徐
滅
し
無
上
道
の

意
を
発
す
。
是
れ
即
ち
九
品
往
生
は
、
各
々
須
く
多
種
の
功
徳
具
し
方
に
往
生

を
得
る
べ
し
。

　　　　　　　　　　　

(田
続
蔵
巻
第
七

・
四
八
四
左
下
)

宗
密
は
、
「
観
無
量
寿
経
」
の
九
品
往
生
を
引
用
し
て
、
西
方
極
楽
往
生
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
華
厳
の
無
尽
縁
起
の
蓮
華
蔵
世
界
と
西
方
浄
土
の
極
楽
世

界
の
関
連
に
つ
い
て
は
何
ら
記
述
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
も
と
よ
り
、
宗
密
の
教
学

の
根
幹
は
偏
に
「円
覚
経
」
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
当
然
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

経
疏
』
巻
第

一
〇
で
、

華
蔵
に
生
せ
ず
し
て
而
も
極
楽
に
生
ず
る
に
略
し
て
四
意
有
り
。

一
に
有
縁
故

に
。
二
に
衆
生
に
帰
憑
情

一
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
。
三
に
華
蔵
を
離
れ

ず
が
故
に
。
四
に
即
ち
本
師
の
故
に
。

　　　

(田
続
蔵
巻
第
七
・三
六
五
左
上
)

と
述
べ
て
い
る
が
如
く
。
衆
生
は
、
華
厳
行
者
の
蓮
華
蔵
世
界
に
生
じ
る
の
で
は
な

く
、
極
楽
に
往
生
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

宗
密

(七
八
〇
~
八
四

一
年
)
も
こ
れ
を
受
け
て
、
「
大
方
広
仏
華
厳
経
普
賢
行
願

品
別
行
疏
」
巻
第
六
で
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

略
し
て
四
意
あ
り
と
は
、

一
に
弥
陀
願
重
偏
に
娑
婆
界
人
に
接
し
、
二
は
但
だ

十
方
皆
な
妙
に
聞
き
此
彼
融
通
し
て
初
心
忙
忙
と
し
て
依
託
せ
ら
る
所
無
き
が

故
に
方
便
と
し
て
之
を
引
く
。
三
に
極
楽
は
此
を
去
る
こ
と
但
だ
十
万
億
の
仏

土
有
り
。
華
蔵
の
中
の
所
有
仏
刹
皆
微
塵
数
故
に
離
れ
ざ
る
也
。

・
・
略

・
・

故
に
知
る
阿
弥
陀
仏
国
は
華
蔵
世
界
中
を
離
れ
ざ
る
也
。

・
。

(祀
続
蔵
巻
第
七

・
四
九
九
右
下
~
四
九
九
左
上
)

宗
密
は
、
澄
観
の
説
を
敷
術
し
て
、
弥
陀
の
誓
願
、
弥
陀
の
大
悲
の
深
重
に
し
て
、

衆
生
と
縁
深
き
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
阿
弥
陀
仏
国
と
蓮
華
蔵
世
界
と
同
体
で
あ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
四
意
を
以
て
、
『華
厳
経
』
の
西
方
極
楽
往
生
を
勧
め

る
理
由
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
も
う
少
し
宗
密
の
極
楽
往
生
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

宗
密
は
、
「大
方
広
仏
華
厳
経
普
賢
行
願
晶
別
行
疏
」
巻
第
五
で
、
次
の
如
く
述
べ

て
い
る
。

第
五
節

　

李
通
玄

一
方
、
李
通
玄

(六
三
五
~
七
三
〇
年
)
は
浄
土
に
つ
い
て
、
「華
厳
経
合
論
」
巻

第
六
の

「第
七
浄
土
の
権
実
を
明
か
す
」
の
中
で
、
十
種
の
浄
土
を
立
て
て
い
る
。

そ
も
そ
も
居
士
仏
教
者
で
あ
っ
た
李
通
玄
は
、
『宋
高
僧
伝
』
巻
二
二
、
「仏
祖
統

紀
」
巻
第
二
九
に
よ
れ
ば
、
四
〇
歳
を
過
ぎ
た
開
元
七
年

(七

一
九
)
太
原
府
寿
陽

方
山
に
て
、
八
〇
華
厳
経
に
よ
っ
て
釈
論
四
〇
巻
を
造
っ
た
。
背
丈
は
七
尺
あ
ま
り

で
、
気
風
は

「放
礦
自
得
し
て
拘
絆
す
る
所
な
し
」
(「宋
高
僧
伝
」
巻
二
二
、
大
正

五
〇

・
八
五
三
下
)
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
強
情
で
豪
傑
な
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

毎
日
、
斑
十
粒
と
柏
葉
餅

一
枚
を
食
べ
て
い
た
の
で
東
柏
大
師
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

「宋
高
僧
伝
」
巻
二
二
で
は
、



中
路
で
、

一
虎
に
遇
う
。
玄
、
之
を
見
て
其
の
背
を
撫
で
、
負
う
所
の
経
論
、

搭
載
し
て
土
寵
の
中
に
去
る
。
そ
の
虎
、
耳
を
餌
れ
て
去
る
。

(大
正
五
〇

・
八
五
三
下
)

と
冠
蓋
村
の
韓
氏
荘
に
行
く
途
中
の
出
来
事
を
紹
介
し
て
い
る
。
李
通
玄
に
は
、
ま

る
で
仙
人
の
よ
う
な
奇
瑞
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
う
い
う
挿
話
が
沢
山
出
て
い
る
李

通
玄
は
、
自
由
奔
放
な
人
物
の
よ
う
で
あ
る
が
、
開
元

一
八
年

(七
三
〇
)
三
月
二

八
日
、
九
六
歳
で
寂
す
。

李
通
玄
は
華
厳
学
者
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
華
厳
宗
の
伝
統
的
な
教
学
者

で
は
な
か
っ
た
。
寧
ろ
彼
は
法
蔵
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
ん

な
彼
の
教
学
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
「仏
祖
統
紀
」
巻
第
二
九
に
、

其
の
立
論
は
十
處
十
会
を
以
て
盛
ん
に
法
界
を
談
ず
。
蔵
師
の
疏
旨
と
同
じ
か

ら
ず
。
又
教
主
請
主
等
の
十
別
を
以
て
、
対
し
て
法
華
に
勝
れ
り
。

(大
正
四
九

・
二
九
四
上
)

と
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

法
蔵
の
晋
訳
七
處
八
会
三
四
品
、
唐
訳
七
處
九
会
三
九
品
に
対
し
て
、
李
通
玄
は

十
を
満
数
と
し
て
重
視
し
て
、
十
處
十
会
四
十
品
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て

「法

華
経
」
よ
り

「華
厳
経
」
の
方
が
勝
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

著
書
に

「新
華
厳
経
論
」
四
〇
巻
、
「略
釈
新
華
厳
経
修
行
次
第
決
疑
論
」
四
巻
、

「解
迷
顕
智
成
悲
十
明
論
」

　

一
巻
な
ど
が
あ
る
。

例
え
ば
、
日
本
の
明
恵
も
李
通
玄
の
三
論
と
出
会
っ
て
以
来
、
仏
光
観
三
昧
の
観

行
の
実
践
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
う
し
た
智
倣

・
法

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

蔵

・
澄
観
の
華
厳
学
派
と
流
れ
を
異
に
し
た
李
通
玄
の
浄
土
観
と
は
い
か
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

李
通
玄
は
そ
の
著

「華
厳
経
論
」
巻
第
六
で
、
浄
土
の
権
実
を
明
か
し
て
い
る
。

そ
れ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

遮
那
法
界
の
体
相
は
、
通
じ
て
塵
沙
を
括
る
。
方
に
広
た
る
虚
門
浄
機
互
い
に

無
極
に
参
ず
。
但
だ
自
修
の
業
用
に
随
っ
て
境
を
見
る
こ
と
不
同
な
り
。
聖
説

乖
違
し
め
ん
と
致
す
。
根
の
不
定
に
依
り
或
い
は
権
に
浄
土
を
他
国
に
分
か
つ
。

稿
境
を
娑
婆
に
指
し
、
或
い
は
此
の
処
を
化
儀
の
為
に
上
方
を
示
し
て
実
報
と

為
す
。
文
殊
は
東
国
の
金
色
世
界
に
住
居
し
而
も
来
る
。
観
音
は
身
を
西
方
の

安
楽
妙
土
に
處
す
。
而
も
至
る
。
是
の
如
く
権
儀
の
格
別
は
、
蒙
を
敬
し
的
し

て
信
に
依
無
し
。
今
以
て
略
し
て
諸
門
を
会
し
て
創
修
を
し
て
宅
有
る
を
使
わ

し
む
。
約
し
て
十
種
を
申
し
て
以
て
指
南
を
定
む
。
(大
正
三
六

・
七
五
九
中
)

今
、
十
種
の
浄
土
の
名
前
を
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

第

一
に
は
、
阿
弥
陀
の
浄
土

第
二
に
は
、
無
量
寿
観
経
の
浄
土

第
三
に
は
、
維
摩
経
の
浄
土

第
四
に
は
、
梵
網
経
の
浄
土

第
五
に
は
、
摩
酪
首
羅
天
の
浄
土

第
六
に
は
、
涅
槃
経
中
に
指
す
が
所
の
浄
土

第
七
に
は
、
法
華
経
の
三
変
の
浄
土

第
八
に
は
、
霊
山
会
に
し
て
指
す
所
の
浄
土

一
九



二
〇

の
妙
色
相
を
楽
む
者
と
為
す
。
其
の
心
想
を
し
て
彼
の
色
像
想
わ
し
め
、
想
成

就
す
る
が
故
に
仏
国
に
生
ず
。
此
れ
権
に
し
て
実
に
非
ず
。

(大
正
三
六

・
七
五
九
中
)

李
通
玄
は
、
「観
無
量
寿
経
」
の
教
え
も
権
で
あ
っ
て
実
で
な
い
と
し
て
、
劣
位
の

第
二
番
目
に
挙
げ
て
い
る
。
「観
無
量
寿
経
」
で
は
、
日
想
・水
想
か
ら
雑
想
に
至
る

ま
で
の
一
三
想
を
観
ず
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
危
想
に
極
楽
世
界
を
見
る
よ
う

な
像
想
を
以
て
、
そ
の
想
が
成
就
し
て
生
ま
れ
る
浄
土
は
実
で
な
く
権
の
浄
土
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
李
通
玄
は
、
第
三
の

「
維
摩
経
」
の
浄
土
か
ら
第
七

「法
華
経
」

の
浄
土
を
説
き
、
こ
れ
ら
五
つ
の
浄
土
全
て
実
で
な
く
権
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し

て
八
番
目
の
霊
山
会
所
指
浄
土
か
ら
真
実
の
浄
土
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ

か
ら
、
第
九
番
目
の
唯
心
浄
土
か
ら
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

先
ず
、
李
通
玄
は
、
唯
心
浄
土
に
つ
い
て
、

第
九
に
唯
心
浄
土
と
は
、
自
ら
に
自
心
を
澄
し
、
当
体
無
心
な
り
。
性
は
唯
真

智
に
し
て
浄
稽
を
念
ぜ
ず
。
真
に
称
い
性
に
任
せ
、
心
に
恚
凝
無
し
。
貪
眼
裔

無
く
、
大
悲
智
に
任
せ
楽
の
衆
生
に
安
ん
ず
。
是
れ
実
の
浄
土
自
浄
を
以
て
の

故
に
衆
生
を
教
化
し
て
他
を
し
て
亦
浄
せ
し
め
る
が
故
な
り
。
是
の
故
に
維
摩

経
に
云
わ
く
。
其
の
心
浄
に
随
っ
て
即
ち
仏
土
の
浄
な
り
。
浄
土
を
得
ん
と
欲

わ
ば
、
当
に
其
の
心
を
浄
ず
べ
し
。

　　　　　　

(大
正
三
六

・
七
五
九
下
)

と
述
べ
て
い
る
。

李
通
玄
は
、
「
維
摩
詰
所
説
経
」
の

「仏
国
品
」
の
、

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

第
九
に
は
、
唯
心
の
浄
土

第
十
に
は
、
毘
盧
舎
那
所
居
の
浄
土
。

こ
の
十
種
の
浄
土
の
内
、
今
我
々
に

一
番
関
心
の
あ
る
浄
土
は
、
第

一
阿
弥
陀
と

第
二
無
量
寿
観
経
、
そ
れ
に
第
九
の
唯
心
と
第

一
〇
毘
盧
舎
那
所
居
の
浄
土
と
で
あ

る
。そ

こ
で
こ
れ
ら
の
浄
土
観
に
よ
り
、
李
通
玄
は
華
厳
と
浄
土
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
か
ら
究
明
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

先
ず
権
教
の
最
初
に
阿
弥
陀
浄
土
を
挙
げ
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

第

一
に
阿
弥
陀
の
浄
土
と
は
、
此
れ

一
分
取
相
の
凡
夫
未
だ
法
空
の
実
理
を
信

ぜ
ず
と
為
す
。
専
ら
憶
念
し
て
念
想
し
移
ら
ざ
る
を
以
て
す
。
専
誠
を
以
て
の

故
に
其
の
心
の
分
に
浄
じ
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
を
る
得
る
。
是
れ
権
に
し
て
実

に
あ
ら
ず
。

　　　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
三
六

・
七
五
九
中
)

李
通
玄
は
、
阿
弥
陀
の
浄
土
を
権
教
の
初
め
に
お
い
て
い
る
。
つ
ま
り
西
方
浄
土

を
願
っ
て
た
だ
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
を
念
ず
る
の
は
、
十
種
の
浄
土
の
内

一
番
劣
位
に

お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
凡
夫
の
身
は
、
日
々
煩
悩
に
眼
を
閉
ざ
さ
れ
て
、

真
実
の
法
や
、
執
ら
わ
れ
の
な
い
空
の
世
界
を
理
解
で
き
ず
、
誠
心
誠
意
の
分
を
以

て
浄
土
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
真
実
で
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は

一
切
の
苦
悩
す
る
衆
生
を
皆
等
し
く
済
度
せ
ず
に
は
お
か
な
い
と
い
う
阿
弥
陀
の

誓
願
は
微
塵
に
も
な
い
の
で
あ
る
。

次
に

「観
無
量
寿
経
」
の
教
え
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
べ
き
浄
土
で
あ
る
。

第
二
に
無
量
寿
観
経
の
浄
土
と
は
、

一
分
未
だ
法
空
の
実
理
を
信
ぜ
ず
。
衆
生



是
の
故
に
宝
積
、
も
し
菩
薩
浄
土
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
当
に
其
の
心
を
浄
く
す

べ
し
、
其
の
心
の
浄
き
に
随
い
て
則
ち
仏
土
も
浄
し
。(大

正

一
四

・
五
三
八
下
)

の
文
に
よ
り
、
唯
心
浄
土
の
教
証
と
し
て
い
る
。

心
が
浄
け
れ
ば
仏
土
も
浄
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
人
間
と
い
う
も
の
は
、
心
を
浄

く
す
れ
ば
住
ん
で
い
る
世
界
も
浄
ら
か
に
な
る
と
い
う
。

李
通
玄
に
よ
れ
ば
、
浄
土
経
典
の
説
く
西
方
十
万
億
土
に
実
在
す
る
が
如
く
説
か

れ
て
い
る
弥
陀
浄
土
も
、
じ
つ
は
心
内
に
あ
る
浄
土
の
高
遠
性
を
象
徴
し
た
に
止
ま

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
李
通
玄
は
、
真
智
と
い
う
も
の
は
差
別

無
く
ど
こ
ま
で
も
衆
生
を
教
化
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
ど
こ
ま
で
も
自
身

を
証
し
、
ま
た
無
心
に
な
り
、
貪
欲
眼
恚
愚
縦
を
離
れ
た
世
界
を
唯
心
浄
土
と
い
う

の
で
あ
る
。

最
後
に
李
通
玄
は
、
毘
盧
遮
那
所
居
の
浄
土
に
つ
い
て
、

第
十
に
毘
盧
舎
那
所
居
の
浄
土
と
は
、
即
ち
十
仏
刹
塵
蓮
華
仏
国
土
に
居
す
。

浄
祓
総
含
じ
て
、
稿
無
く
浄
無
く
上
下
彼
此
自
他
の
相
有
る
こ
と
無
し
。

一
一

の
仏
土
皆
法
界
を
克
く
す
。
相
い
障
隔
す
る
こ
と
無
し
。
略
し
て
十
仏
刹
塵
国

土
と
言
う
。
無
提
の
仏
国

一
塵
よ
り
出
ざ
る
こ
と
を
知
ら
せ
ん
が
為
な
り
。
大

小
無
き
を
為
て
の
故
に
限
量
を
立
て
ざ
る
が
故
に
法
を
以
て
界
と
為
す
。
遍
際

を
限
ぜ
ず
し
て
相
海
純
裸
の
色
像
重
々
な
り
。
此
を
実
報
と
為
し
是
れ
権
収
に

非
ず
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
三
六
・七
五
九
下
)

と
述
べ
て
い
る
。華

厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

李
通
玄
に
依
れ
ば
、
是
の
毘
盧
舎
那
所
居
の
浄
土
こ
そ
、
実
報
の
最
高
の
浄
土
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蓮
華
蔵
世
界
の
仏
国
土
こ
そ
、
浄
悩
無
き
真
実

の
浄
土
で
あ
る
と
い
う
。
李
通
玄
に
於
い
て
は
、
未
だ
阿
弥
陀
の
浄
土
、
百
方
仏
国

土
の
概
念
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
今
は
、
十
種
の
浄
土
に
よ
り
、
李
通
玄
の
華
厳
浄
土
の
権
実
に
つ
い
て
述

べ
た
に
過
ぎ
な
い
。

第
六
節

　

義
和

義
和
に
つ
い
て
は
、
「仏
祖
統
紀
」
巻
第
二
九
に
、

法
師
義
和
は
賜
し
て
円
謐
と
読
す
、
乾
道
中
に
慧
因
に
住
し
、
平
江
の
能
仁
に

遷
り
て
浄
土
の
伝
録
を
閲
す
、
華
厳
の
部
の
中
に
未
だ
念
仏
の
法
門
を
顕
揚
す

る
者
有
ら
ざ
る
を
以
て
、
乃
ち
無
血
燈
を
著
し
て
、
此
の
経
の
宗
旨
を
以
て
、

偏

へ
に
西
方
を
讃
じ
て
、
念
仏
往
生
の
法
と
為
す
。

(大
正
四
九
・
二
九
四
上
)

と
あ
る
。

こ
れ
は
後
で
述
べ
る

「楽
邦
文
類
」
巻
第
二

(大
正
四
七

・
一
六
九
下
~

一
七
〇

上
)
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
れ
も
円
謐
義
和
の
生
没
年
時
は
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
。
今
、
「仏
祖
統
紀
」
に
よ
れ
ば
、
晩
年
の
南
宋
高
宗
代
乾
道
元
年

(
一
一
六
五
年
)
に
は
、
浙
江
の
能
仁
寺
に
住
し
、
華
厳
円
融
念
仏
法
門
を
唱
え
て
い

た
。
そ
し
て
、
臨
安
府
慧
因
院
に
於
い
て
、
「華
厳
念
仏
三
昧
無
提
燈
」
一
巻
を
撰
述

し
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

元
も
と
義
和
は
、前
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
華
厳
宗
の
流
れ
を
汲
む
僧
で
あ
る
。

ニ

ー



二

二

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

た
だ
、
南
宋
代
華
厳
宗
の
中
に
念
仏
の
法
門
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
鑑

み
て
、
「華
厳
経
」
に
よ
っ
て
西
方
を
讃
じ
て
念
仏
往
生
を
勧
め
た
人
物
で
あ
る
。
そ

の
折
り
に
著
し
た
の
が

「華
厳
念
仏
三
昧
無
提
燈
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の

「華

厳
念
仏
三
昧
無
提
燈
」
は
残
念
な
が
ら
散
逸
し
て
現
存
し
て
い
な
い
。
た
だ
幸
い
な

こ
と
に
そ
の
序
分
と

「無
常
院
安
阿
弥
陀
仏
像
記
」
が
宗
暁
の

「楽
邦
文
類
」
巻
第

二
と
巻
第
四
に
残
っ
て
い
る
。
今
は

一
部
の
残
さ
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
、
義
和
の
華

厳
浄
土
義
を
明
ら
か
に
す
る
以
外
手
だ
て
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
、
「楽
邦
文
類
」
巻
第
二
の

「華
厳
念
仏
三
昧
無
血
燈
」
の
序
で
は
、
「無
血
燈
」

撰
述
の
動
機
と
題
号
の
謂
わ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

　

前
に
少
し
触
れ

た
が
、
義
和
が
能
仁
寺
に
住
し
て
い
た
時
、
浄
土
教
の
伝
わ
っ
て
き
た
歴
史
や
記
録

な
ど
を
調
べ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
論
1　
や
讃
文
を
見
て
も
殆
ど
華
厳
円
融
の
念
仏
三

味
の
法
門
は
ど
こ
に
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

義
和
は
、

蓋
し
巴
歌
衆
に
和
す
、
雪
曲
応
さ
に
稀
な
り
。
道
に
足
る
者
無
し
。
嗚
呼
不
思

議
の
法
門
は
、
大
経
と
疏
記
の
中
に
散
る
。
世
に
聞
く
こ
と
無
し
。

(大
正
四
七

・
一
七
〇
上
)

と
い
う
。

世
俗
の
歌
は
大
衆
に
調
和
す
る
が
、
清
い
雪
曲
に
応
ず
る
も
の
は
稀
で
あ
る
。
そ

の
道
に
満
足
す
る
も
の
は
何
も
無
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
念
仏
三
昧

の
よ
う
な
不
思
議
の
法
門
は
、
「華
厳
経
」
や
疏
や
記
の
中
に
散
ら
ば
っ
て
は
い
る

が
、
世
間
の
人
の
耳
に
は
聞
こ
え
な
い
、
と
悲
嘆
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
義
和
は
、
華
厳
浄
土
義
の
確
固
た
る
樹
立
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
今
、
こ
の

「華
厳
経
」
や
疏
や
記
を
離
れ
て
別
の
道
を
求
め
た

と
し
た
ら
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
義
和
は
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
こ
そ
白
楽
天

(白
居
易
、
新
楽
府
)
の
立
部
伎
詩
に

鳳
来
た
り
て
百
獣
の
舞
い
を
望
ま
ん
と
欲
す
。
何
ら
、
結
を
北
に
し
て
将
に
楚

に
適
く
べ
き
こ
と
と
異
な
ら
ん
や

(中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書

「白
居
易
集
全
四
冊
」
第

一
冊

「立
部
伎
」
五
七
頁
参
照
)

と
あ
る
が
如
く
、
車
の
縮
を
北
に
向
け
南
の
楚
に
行
こ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
、

こ
れ
で
は
志
願
と
行
為
が
相
反
し
て
し
ま
う
と
義
和
は
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
義

和
は
、
背
反
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
、
念
仏
円
融
法
門
を
採
録
し
て
、
華
厳
念
仏

三
昧
を
著
ナ
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た

「華
厳
念
仏
三
味
無

盗
燈
」
を
、
義
和
は
、

見
聞
せ
し
者
は
、
不
動
歩
に
し
て
而
も
浄
土
に
帰
す
。
安
ん
ぞ
階
梯
を
侯
た
ん
や
。

(大
正
四
七

・
一
七
〇
上
)

と
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
も
し
こ
の

「華
厳
念
仏
三
昧
論
」
を
見
聞
し
た
も
の
は
、

わ
ざ
わ
ざ
仏
道
修
行
を
実
践
す
る
必
要
は
な
く
、
必
ず
西
方
浄
土

へ
還
帰
せ
し
め
る
。

だ
か
ら
、
ど
う
し
て
今
さ
ら
階
梯
を
待
つ
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
義
和
は
さ
ら
に
、

思
量
に
非
ず
し
て
弥
陀
を
証
る
。
豊
に
言
念
を
存
せ
ん
や
。

(大
正
四
七

・
一
七
〇
上
)

と
、
思
慮
分
別
を
も
っ
て
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
阿
弥
陀
の
世
界
を
証
す
る
の
で



あ
る
が
、
そ
れ
で
は
ど
う
し
て
真
理
の
言
葉
や
仏
を
憶
念
す
る
こ
と
が
存
在
す
る
と

い
う
の
か
、
と
自
問
す
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
問
い
に
対
し
て
、
自
ら
、

諸
仏
則
ち
塵
に
背
き
、
覚
に
合
す
が
故
に
明
ら
か
な
り
。
衆
生
則
ち
覚
に
背
き
、

塵
に
合
す
が
故
に
昏
し
。
昏
者
を
皆
な
明
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
明
終
に
尽
き

る
こ
と
無
し
。

　　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
四
七

・
一
七
〇
上
)

と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
元
も
と
、
諸
仏
は
、
煩
悩
具
足
の
世
界
に
反
し
て
正
覚
に
合

轍
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
衆
生
は
正
覚
に
背
反
し
て
、
煩
悩
の

世
界
に
合
入
し
て
し
ま
う
の
で
暗
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
暗
い
者
を
皆
明
る
く
さ

せ
る
た
め
に
、
光
明
は
遂
に
際
限
極
ま
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
が
自
分
が

「華
厳
念

仏
三
昧
無
震
燈
」
顕
わ
す
理
由
で
あ
る
と
、
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
こ
の

「
念
仏
三
昧
論
」
に

「無
震
燈
」
を
付
加
し
た
理
由
で
あ
る
と
、

義
和
は
自
ら
い
う
の
で
あ
る
。

じ
つ
は
今
、
清
代
中
期
の
居
士
仏
教
で
あ
る
彭
際
清
に

「華
厳
念
仏
三
昧
論
」
と

い
う
書
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
書
の
中
に
は

「華
厳
念
仏
三
昧
無
提
燈
」
の
こ
と

は

一
切
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
清
代
中
期
に
は
既
に

「華
厳
念
仏

三
昧
無
提
燈
」
は
散
失
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
義
和

の
こ
と
は

一
切
語
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
義
和

と
同
年
代
の
道
因
の
こ
と
に
つ
い
て
は
詳
し
く
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
蓮
華
蔵
世

界
と
阿
弥
陀
の
世
界
の
往
生
に
お
け
る
、
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
問
答
を
し
て
い
る

箇
処
に
道
因
が
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
因
に
つ
い
て
は
、
彭
際
清

「華
厳
念

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

仏
三
昧
論
」
の
項
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、
今
は
彭
際
清
が
義
和
の

「華
厳

念
仏
三
昧
無
盗
燈
」
を
謁
見
す
る
機
会
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
早
速
、
義
和

の

「念
仏
三
昧
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
考
察
し
て
み
よ
う
。

義
和
は
、
六
道
に
流
転
す
る
凡
夫
も
、
三
乗
の
賢
者
聖
人
も
、
そ
の
根
本
を
表
せ

ば
、
霊
明
清
浄
の
一
法
界
の
心
で
あ
る
と
押
さ
え
て
い
る
。
そ
し
て

「性
覚
宝
光
各

各
円
満
巣
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
真
如
の
体
は
他
に
由
ら
な
い
た
め
、
体

自
ら
覚
り
、
自
ら
が
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
義
和
は

「性
覚
」
宝
光
と
し
て
円
満
す

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
本
来
的
に
い
え
ば
、
諸
仏
と
か
衆
生
と
か
名
づ
け
な

い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
霊
明
清
浄
の
法
界
心
も
自
在
に
し
て
自
性
を
守
ら
な
い
た
め
、

転
迷
開
悟
の
縁
に
随
っ
て
、
苦
を
受
け
た
り
、
道
を
求
め
て
証
を
開
い
た
り
す
る
の

で
諸
仏
と
か
衆
生
と
か
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

仏
は
、
か
ね
て
よ
り
衆
生
の
顛
倒
妄
想
に
執
着
し
て
証
得
で
き
な
い
で
い
る
こ
と

を
哀
れ
ん
で
、
「華
厳
経
」
を
説
き
、
法
界
の
性
を
の
べ
て
、
衆
生
に

一
切
法
を
知
ら

せ
ん
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
義
和
は
、

即
ち
心
の
自
性
に
慧
身
を
成
就
し
、
他
に
由
っ
て
悟
ら
ず

(大
正
四
七

・
一
六
九
下
)

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
「華
厳
経
」
巻
第
八

「梵
行
品
」
の

初
発
心
の
時
便
ち
正
覚
を
成
ず
。

一
切
法
の
真
実
の
性
を
知
る
。
慧
身
を
具
足

し
他
に
由
っ
て
悟
ら
ず
。

　　　　　　　　　　　　

(大
正
九
・
四
四
九
下
)

の
文
に
依
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
義
和
は
自
性
弥
陀
唯
心
浄
土
の
立
場
に
立
っ
て
い
る

二
三



二
四

悟
せ
し
め
、
憶
念
す
る
に
随
っ
て
如
来
を
見
せ
し
め
、
命
終
に
其
の
浄
国
に
生

ず
る
こ
と
を
得
む
。
臨
終
有
る
を
見
て
念
仏
を
勧
む
。
又
、
尊
像
を
示
し
て
噂

敬
せ
し
め
、
仏
所
に
於
て
深
く
帰
仰
せ
し
む
。
是
の
故
に
此
の
光
明
を
成
ず
る

こ
と
を
得
と
。

　　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
四
七

・
二

一
二
下
)

義
和
に
よ
れ
ば
、
見
仏
の
者
は
い
の
ち
捨
て
て
で
も
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
し
か
も

悪
道
を
恐
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
臨
終
の
勧
め
の
要
点
と
し
て
、
「
大
智
度
論
」
巻
第
二
四
の
文
を
取
意
し
て
、

臨
終
の
少
時
は
能
く
終
身
修
行
の
力
に
勝
る
。
猛
利
を
以
て
の
故
に
、
火
の
如

く
毒
の
如
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　

(大
正
四
七
・
二

一
二
下
)

と
確
認
し
て
い
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
臨
終
の
念
仏
と
尊
像
を
噌
仰
す
る
と
い
う

「華
厳
経
」
の
教
え

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
に
無
常
院
と
い
う
名
前
の
療
養
所
を
作

り
、
多
く
の
病
人
の
治
療
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

(12)O

祇
園
精
舎
の
堂
の
中
に
は
、
金
箔
の
立
像
が
安
置
さ
れ
て
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
の
阿
弥
陀
仏
の
像
は
、
右
手
を
挙
げ
、
左
手
の
中
に
五
彩
の
旗
が
立
て
ら
れ
、

脚
は
地
に
た
れ
ひ
い
て
い
た
と
い
う
。
病
の
看
護
を
す
る
も
の
は
香
を
焚
い
て
華
を

散
じ
、
1　
鐘
を
鳴
ら
し
て
、
患
者
の
人
が
仏
名
を
称
え
や
す
い
よ
う
に
助
け
、
し
か

も
病
人
を
荘
厳
し
た
の
で
あ
る
。
じ
つ
は
、
無
常
院
に
阿
弥
陀
仏
を
安
置
し
て
、
病

人
を
救
済
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
布
施
行
に
通
じ
る
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
看
護
の
具
体
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
も
し
屎
尿
吐
唾

す
る
者
が
い
れ
ば
、
そ
れ
を
取
り
除
く
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
活
動
を
す
れ
ば
、
決

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

こ
と
が
理
解
で
き
る
。
義
和
は
、
功
徳
雲
比
丘
の
無
碍
智
慧
念
仏
門
、
解
脱
長
者
の

唯
心
念
仏
門
、
普
遍
吉
祥
無
垢
光
主
夜
神
の
観
徳
相
念
仏
門
に
よ
り
、
諸
仏
と
衆
生

を
交
徹
し
、
浄
土
と
棉
土
を
融
通
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
法
と
法
、
塵
と
塵
す
べ
て
遍

く
法
界
を
包
む
も
の
と
し
て
、
相
即
相
入
、
無
碍
円
融
の
論
理
を
以
て
善
知
識
に
よ

る
解
脱
の
門
を
明
か
し
て
い
る
。

更
に
続
い
て
義
和
は
、
讐
を
以
て
説
明
し
て
い
る

(11)Q

例
え
ば
、
ひ
び
の
切
れ
な
い
薬
は

一
つ
で
あ
る
が
、
身
を
終
わ
る
ま
で
細
綿
さ
ら

し
て
白
く
し
て
い
る
者
が
い
る
。
土
を
裂
い
て
封
じ
る
者
も
い
る
が
、
用
に
工
拙
あ
っ

て
、
利
に
大
小
あ
る
と
い
う
。

念
仏
の
法
門
も

一
つ
で
あ
る
が
、
時
を
渉
る
こ
と
も
久
し
く
、
力
を
致
す
こ
と
が

多
で
あ
っ
て
、
平
素
指
帰
を
失
っ
て
ま
さ
に
な
く
な
ら
な
い
ほ
ど
に
お
よ
び
、
身
の

終
わ
る
ま
で
細
綿
を
さ
ら
し
て
い
る
こ
と
を
免
れ
な
い
と
い
え
よ
う
。

た
だ
華
厳
の
観
行
の
み
衆
生
心
中
の
諸
仏
念
念
に
証
真
す
る
と
い
う
。
諸
仏
の
抜

苦
与
楽
の
心
は

一
つ
で
あ
る
。
た
だ
西
方
の
弥
陀
世
尊
の
み
あ
っ
て
、
娑
婆
の
衆
生

を
接
引
し
、
多
く
の
経
を
流
通
す
る
中
で
、
普
賢
の
願
行
の
み
弥
陀
を
指
し
示
し
て

い
る
と
い
え
る
。

次
に
同
じ
く

「楽
邦
文
類
」
巻
第
四
の

「無
常
院
に
弥
陀
仏
の
像
を
安
ず
」
に
よ

り
義
和
の
華
厳
浄
土
義
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

義
和
は
、
先
ず
見
仏
に
つ
い
て
、
「華
厳
経
」
巻
第
七

「賢
首
菩
薩
品
」
よ
り
取
意

(大
正
九

・
四
三
七
中
)
し
て
次
の
如
く
引
用
し
て
い
る
。

又
、
光
明
を
放
ち
て
見
佛
と
名
づ
く
。
此
の
光
は
将
に
歿
せ
ん
と
す
る
者
を
覚



し
て
罪
作
り
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
儒
教

・
道
教
な
ど
の
中
国
古
来

周
知
の
如
く
、
本
来
仏
に
は
愛
憎
は
な
い
。
た
だ
助
け
を
求
め
る
者
が
い
れ
ば
、

　

の
思
想
と
対
立
す
る
こ
と
な
く
、
教
浄

一
致
、
教
禅

一
致
と
い
う
融
会
、
融
合
的
仏

必
ず
助
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
病
人
の
た
め
に
、
機
に
随
っ
て
法
を
説
き
、
病
人

　　

教
思
想
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
当
然
仏
教
の
本
来
的
主

が
命
終
し
た
な
ら
ば
、
恒
に
仏
の
そ
ば
に
い
る
の
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　

体
性
は
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
が
、
義
和
が

「華
厳
経
」
の

「賢
首
菩
薩
」
の
見
仏
に
よ
り
、
病
人
済
度
と

　　　

以
上
、
李
通
玄
も
義
和
も
含
め
て
全
員
が
、
自
性
弥
陀
唯
心
浄
土
の
立
場
を

一
歩

臨
終
の
念
仏
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
見
解
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
や

　　

も
出
て
い
な
い
。
故
に
。
日
本
浄
土
教
の
浄
土
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
半
自
力
半
他

は
り
、f
実
践
的
に
華
厳
の
浄
土
往
生
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ

　　

力
的
浄
土
教
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う

(13)O

う
。
「華
厳
経
」
に
よ
り
な
が
ら
も
、
毘
盧
舎
那
仏
の
蓮
華
蔵
世
界
で
は
な
く
、
西
方

　　　

延
寿

・
株
宏

・
彭
際
清

・
楊
仁
山
の
教
学
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ

阿
弥
陀
仏
の
往
生
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　

と
と
す
る
。

〈
一
九
九
九
年
二
月
六
日
脱
稿
〉

お
わ
り
に

中
国
華
厳
宗
列
祖
の
華
厳
の
浄
土
教
義
を
考
察
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
何
れ

　　　　　

注

も
が
、
智
銀
の
十
種
浄
土
を
敷
術
し
て
、
唯
心
浄
土
の
立
場
に
立
て
ぃ
る
こ
と
が
良

　　

印

　　

例
え
ば
、
澄
観
・宗
密
の
華
厳
教
学
と
禅
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
吉
津
宜
英
著

「華

く
理
解
で
き
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
法
蔵
は
飽
く
ま
で
も
華
厳

一
乗
の
立
場
に
立
つ

　　　　

註
H
匹醵
豺
雖
記
0　
計
隷
臼
諮
卦
宍

て
ぃ
る
の
で
、
浄
土
教
に
つ
い
て
は
余
り
触
れ
て
い
な
い
。
澄
観
も
、
西
方
阿
弥
陀

　　　　

同
じ
く
宗
密
の
華
厳
禅
に
関
し
て
は

「宗
密
教
学
の
思
想
史
的
研
究
」
(東
京
大
学
出

仏
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
I
飽
く
ま
で
も
ゝ
事

　　　

言
ヰ
ヨ
三
回
就
員
皺
狐
U
討
賢
回
付
邸ひ

事
無
擬
法
界
の
論
理
を
明
か
す
た
め
の
傍
流
と
し
て
の
浄
土
教
が
必
要
で
あ
っ
た
の

　　　　

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
更
に
華
厳
と
禅
と
儒
教
と
都
道
経
な
ど
を
総
合
的
に
見
て
考
察

で
あ
る
。
宗
密
も

「観
鉦
量
寿
経
」
の
九
品
に
よ
っ
て
西
方
極
楽
往
生
を
説
い
て
ぃ

　　

・
琵
皺
斜
U
群
剱
行
鯨
H
球
≒
言
雛
。

る
が
、
自
身
の
教
学
の
根
幹
は

「
円
覚
経
」
に
依
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
こ

　　　　

又
、
中
国
日
本
全
般
に
渡
っ
て
の
天
台
浄
土
教
に
関
し
て
は
山
口
光
円
著

「
天
台
浄
土

と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「原
人
論
」
で
は
、
積
極
的
に
儒
仏
道
三
教
の
調
和
を
主
張
し

　　　

翠
註
記
0　鮭
0　U
」球
‰
U
U
J討
賢
肘

て
ぃ
る
。
こ
の
三
教

一
致
の
思
想
は
、
宋

・
明

・
清
な
ど
の
後
代
の
仏
教
に
大
き
く

　　　　

晶
」
(六
條
学
報
第
八
五
号
)
、
湯
次
了
栄

「浄
土
教
と
し
て
見
た
る
華
厳
経
」
(六
條

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

二
五



(3)

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

学
報
第
八
五
号
)
、
斎
藤
唯
信

「華
厳
経
に
お
け
る
浄
土
教
」
(無
霊
燈
第
二
巻
第

一

号
)
な
ど
の
論
文
が
あ
る
。

今
、
延
寿
を
蓮
宗
六
組
、
株
宏
を
八
祖
に
し
て
い
る
が
、
元
も
と
蓮
宗
列
祖
に
つ
い

て
は
種
々
の
説
が
あ
る
。
今
、
張
聖
厳
博
士
が

「
明
末
中
国
仏
教
の
研
究
」
(山
喜
房

刊

・
一
九
七
五
年

・
一
四

一
頁
)
で
、
柴
田
泰
氏
が

「
シ
リ
ー
ズ
東
ア
ジ
ア
仏
教
3
」

所
収
の

「浄
土
教
の
仏
教
」
で
そ
れ
ぞ
れ
の
中
国
蓮
宗
の
祖
師
に
つ
い
て
纏
め
て
い

る
。
そ
れ
を
参
考
に
し
て
改
め
て
こ
こ
に
纏
め
て
図
式
に
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

二
六

略
」
は
、
上
海
仏
学
1　
局

(
一
九
九
三
年
刊
)
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
に
し
た
。

次
に
、
更
に
柴
田
泰
氏
は

「中
国
浄
土
教
の
系
譜
」
(「
印
度
哲
学
仏
教
学
」
第

一

号
)
で
、
右
記
の
資
料
の
他

「念
仏
感
応
伝
」
「諸
上
善
人
詠
」
「浄
土
簡
要
録
」
「浄

土
指
帰
集
」
「往
生
集
」
「浄
土
晨
鐘
」
「
西
肪
彙
征
」
「蓮
宗
必
読
」
「浄
業
痛
策
」
「浄

土
紺
殊
」
な
ど
の
資
料
を
紹
介
し
て
、
宋
代
以
後
の
蓮
宗
浄
土
教
の
諸
師
の
異
な
り
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
。
小
笠
原
宣
秀
博
士
は

「中
国
近
世
浄
土
教
史
の
研
究
」
で
、
「と
こ
ろ

で
附
言
す
べ
き
は
、
清
末
の
楊
仁
山
の

「
十
宗
略
説
」
に
お
け
る
伝
統
説
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
蓮
宗
又
は
浄
土
宗
と
い
い
、
こ
の
伝
統
を
始
祖
慧
遠
よ
り
数
え
て

八
祖
に
は

一
度
省
か
れ
た
宗
噴
を
加
え
、
従
っ
て
九
祖
雲
棲

(蓮
池
)
十
祖
省
巷
と
し

て
掲
げ
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
」
(
一
八
三
頁
)
と
延
べ
、
同
じ
く
張
聖
厳
博
士
も

「
明

末
中
国
仏
教
の
研
究
」
で
、
「楊
仁
山

(
一
八
三
九
~

一
九

一
一
)
撰
、
「
十
宗
略
説
」

に
は
十
祖
が
あ
る
」
(
一
四

一
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
今
筆
者
の
手
元
に
あ
る

「楊
仁

山
居
士
遺
著
」
第
四
冊
の

「
十
宗
略
説
」
に
は
、
こ
う
し
た
十
祖
説
は
見
当
た
ら
な

い
。
た
だ

「東
土
は
則
ち
遠
公
を
以
て
初
祖
と
為
す
。
其
れ
に
曇
鸞
道
緯
善
導
三
師
な

り
。
次
第
に
相
承
し
て
宋
の
永
明
、
明
の
蓮
池
、
其
の
尤
も
著
な
る
者
な
り
」
(七
帖

目
右
)
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
又
、
張
博
士
が

「小
笠
原
宣
秀
博
士
は
、
「清
代
彭
希

浹
撰
、
「浄
土
聖
賢
録
」
は
智
旭
を
蓮
宗
第
九
祖
と
し
て
い
る
」
と
い
っ
て
い
る
が
、

「浄
土
聖
賢
録
」
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
で
も
、
具
体
的
な
証
拠
は
見
出
せ
な
か
っ
た
」

(
一
四

一
頁
)
と
い
っ
て
い
る
が
、
今
手
元
に
あ
る

「浄
土
聖
賢
録
」
(中
華
民
国
新
文

豊
出
版
公
司
)
巻
六
に
は

「清
智
旭
蓮
宗
九
祖
」
(三
九
頁
)
と
あ
る
。

も
と
も
と
華
厳
宗
の
列
祖
に
つ
い
て
は
、
三
祖

・
五
祖

・
七
祖

・
十
祖
説
が
あ
り
、

初
祖
に
関
し
て
は
、

一
に
杜
順
、
二
に
智
正
、
三
に
智
蜃
の
三
説
が
あ
っ
た

(詳
し
く

は
石
井
教
道
著

「華
厳
教
学
成
立
史
」

　

一
九
六
四
年

・
石
井
教
道
博
士
遺
稿
刊
行
会
、

二
九
四
頁
以
降
参
照
)。
近
代
に
な
り
、
境
野
黄
洋

(智
正
初
祖
説
、
「支
那
仏
教
史
講

話
」
四
九
〇
頁
以
降
)
、
常
磐
大
定

(杜
順
初
祖
説
、
「支
那
仏
教
の
研
究

一
」
三

一
四

頁
以
降
)
、
鈴
木
宗
忠

(智
倣
初
祖
説
、
「
原
始
華
厳
哲
学
の
研
究
」
七
頁
以
降
)
な
ど

の
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

(詳
し
く
は
鎌
田
茂
雄
著

「中
国
華
厳
思
想
史
」

　

一
九
六

五
年

・
東
京
大
学
出
版
会
、
五
〇
頁
以
降
参
照
)
。
華
厳
学
者
の
多
く
は
、
杜
順
初
祖

説
を
取
っ
て
い
る
と
い
て
も
過
言
で
は
な
い
。

大
正
蔵
経
に
は
往
と
あ
る
が
、
祀
続
蔵
経
に
は
住
と
あ
り
、
今
は
田
続
蔵
経
に
よ
る
。

今
、
こ
の
他

「蓮
宗
十
祖
伝
略
」
(江
北
法
蔵
寺
刻
経
處
刊
)
に
関
し
て
は
、
清
道

光
四
年

(
一
八
二
四
年
)
悟
開
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た

「蓮
宗
九
祖
伝
略
」
に
、
同
治

四
年

(
一
八
六
七
年
)
了
因
が

「了
因
鳥
慈
母
臨
終
脱
苦
往
生
敬
刊
」
の
徹
悟
を
蓮
宗

十
祖
と
し
て
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
「霊
厳
山
寺
念
誦
儀
規
」
は
、
鎌
田
茂

雄
著

「中
国
仏
教
儀
礼
」
(大
蔵
出
版

・
一
九
八
六
年
刊
)
に
よ
り

「蓮
宗
十
三
祖
伝

　　

㈲ ㈲

一

一

一

一

祖

一

一

一

祖

一

一

祖

一

〇
祖

九
祖

八

祖
七
祖

六
祖

五

祖
四

祖

-

-

-

祖

一

一

祖 紹

諧纂
少
康
法
照 JI 琵

文 楽
類 邦

頁
延
寿
少
康
法
照 箆簒

慧
遠 n

宗
主 IU戻

延
寿 諧纂

少
康
法
照
善
導 謡

曇
鸞 琵U鑑 蓮

店で|
延
寿
少
康
法
照 11簒

慧
遠 鰐

秦
延
寿
少
康
法
照 毒

善
導 琵難

生
心

諧
W

簒
株
宏 裔

延
寿
少
康
法
照 萱貰

慧
遠 鰐

喪賃
株
宏 頁

延
寿
少
康

法
照 箆

善
導 贅討

聖

聖
量
際
醒
実
賢 栞

智
旭
株
宏 纂

延
寿
少
康
法
照 箆21琵討

莞
徹
悟 簒

行
策 摺

株
宏
省
常
延
寿
少
康
法
照
承
遠 簒

慧
遠
討
゛ 古



は
、
「半
自
力
」
の
語
が

「南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
る
念
仏
の
南
無
は
衆
生
の
自
力
を

表
す
と
す
る
考
え
方
。
ま
た
、
他
力
本
願
に
任
せ
ら
れ
な
い
で
、
自
分
の
念
仏
の
功
徳

に
よ
り
極
楽
往
生
を
と
願
い
求
め
る
こ
と
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
以
上
の
点
よ
り
す
れ

ば
。
「半
自
力
半
他
力
」
と
い
う
語
句
は
、
近
年

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
句
と

も
言
え
る
。
今
筆
者
は
、
「半
自
力
半
他
力
」
と
い
う
語
句
を
使
用
す
る
の
は
、
純
粋

に
他
力
の
教
え
に
任
す
こ
と
の
で
き
な
い
自
力
の
計
ら
い
の
執
ら
わ
れ
と
。
自
力
の
教

え
だ
け
で
は
救
わ
れ
な
い
た
め
如
来
の
本
願
を
仰
が
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
と
い
う
両
方

の
立
場
に
立
つ
衆
生
の
あ
り
方
を
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
親
鸞
の
い
う
本
願
他
力

の
立
場
と
異
な
る
場
合
を

「半
自
力
半
他
力
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

(7) (6)

智
蜃
の
伝
説
は
、
こ
の
他
道
宣
の

「続
高
僧
伝
」
巻
第
二
五
、
崖
致
達
の

「法
蔵
和

尚
伝
」
な
ど
。
な
お
智
倣
の
浄
土
教
に
関
し
て
は
、
恵
谷
隆
戒
著

「浄
土
教
の
新
研

究
」
(山
喜
房
仏
書
林
刊
)
所
収
の

「華
厳
宗
二
祖
智
報
の
浄
土
教
思
想
に
つ
い
て
」

に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

法
常
に
つ
い
て
は
、
道
宣

「続
高
僧
伝
」
巻
十
五
に
よ
れ
ば

「成
実

・
毘
雲

・
華

厳

・
地
論

・
摂
論
」
の
権
威
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

「華
厳
孔
目
章
解
説
」
(
一
九
六
四
年

・
南
都
仏
教
研
究
会
)

　

一
七
六
頁
参
照
。

今
、
智
倣
の
四
種
浄
説
に
つ
い
て
、
恵
谷
隆
戒
博
士
は
凝
然
の

「
維
摩
経
疏
巷
羅

記
」
巻
第
七
の

「摂
諭
宗
法
乗
法
師
は
、
四
浄
土
を
建
立
す
。
花
厳
祖
師
至
相
寺
智
報
大
師
も
亦
四
種

浄
土
を
立
つ
。
智
倣
は
元
と
法
常
に
察
し
説
諭
宗
を
習
学
す
。
四
浄
土
の
相
は
師
資
芳

郁
し
て
所
立
全
同
な
り
。
南
山
玄
榔
の
四
浄
土
の
相
も
全
て
法
常
の
所
立
の
義
に
同
じ

な
り
。」
(大
日
本
仏
教
全
書
五
こ

○
二
頁
)

の
文
を
も
っ
て
、
法
常
の
提
唱
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
智
倣
が
継
承
し
た
と
み

る
の
が
、
凝
然
の
見
解
で
あ
る
と
し
、
な
お
少
し
法
常
が
立
て
た
か
否
か
の
疑
問
は
残

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(「浄
土
教
の
新
研
究
」
三
二
頁
)
参
照
。

明
恵
と
李
通
玄
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
拙
書

「華
厳
の
浄
土
」
(
一
九
九

一
年
、
法

蔵
館
)
第
三
篇
第
三
章

「明
恵

「華
厳
信
種
義
」
に
つ
い
て
」
二
八
五
頁
以
降
の
中
で

詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

以
下
の
聾
は
、
「楽
邦
文
類
」
(大
正
四
七

・
一
六
九
下
)
を
参
照
。

以
下
、
医
療
院
に
関
し
て
は
、
「楽
邦
文
類
」
(大
正
四
七
こ
二

二
下
)
を
参
照
。

佐
々
木
月
樵
は
、
「印
度
支
那
日
本
浄
土
教
史
」
第

一
六
章

「株
宏
智
旭
の
浄
土
教
」

で
、
「然
か
ら
ば
、
如
何
し
て
往
生
す
る
か
と
い
う
に
、
こ
は
こ
れ
、

一
は
仏
摂
受
力

不
可
思
議
に
し
て
、
二
は
己
が
発
願
力
不
可
思
議
の
力
也
と
は
、
同
問
答
第
五
答
に
示

す
所
也
。
こ
の
二
大
不
可
思
議
に
よ
り
て
往
生
す
と
説
く
が
故
に
、
株
宏
の
浄
土
教

は
、
所
謂
半
自
力
半
他
力
と
も
名
づ
く
か
。
否
寧
ろ
不
可
思
議
力
教
と
も
名
く
べ
き

か
。」
(六
二
七
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
佐
々
木
月
樵
の

「半
自
力
半
他
力
」
と
い

う
語
は
、
当
初
佐
々
木
月
樵
の
造
語
と
理
解
し
て
い
た
が
、
「逆
引
仏
教
語
事
典
」
の

一
二
四
頁
に

「半
白
力
半
他
力
」
の
語
が
見
え
る
。
そ
し
て

「広
辞
苑
」
(
一
九
九
五

年
第
四
版
)
で
は
そ
の
語
を
見
な
い
し
、
「望
月
仏
教
大
辞
典
」
「織
田
仏
教
大
辞
典
」

等
で
も
そ
の
よ
う
な
語
は
な
い
。
た
だ
、
「大
辞
泉
」
(
一
九
九
五
年

・
小
学
館
)
に

華
厳
宗
列
祖
に
お
け
る
浄
土
義

(功 (功 (10

二
七

(9) (8)帥


